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本草硝石より黒色火薬への発展

岡田 登

Origin of Gunpowder from the Chinese Herb Medicine， Saltpeter. 

緒 言

黒色火薬と紙と印刷術と羅針盤は中国古代

の四大発明日といわれる.この黒色火薬は中

国において，本草，神仙術(錬丹術)の発展

ののち，宋代において，発明がほぼ完成され

たと推定1>2> される. 中国において発明され

た黒色火薬は13世紀中頃に至り ，アラビアを

経，あるいは蒙古軍のヨーロッパ侵入により，

ヨーロツパへ伝わったものと考えられる. 日

本においては文永11年 (1274)蒙古軍は博多

上陸のおり，鉄焔を用いたことが知られてお

り，ついで種子島への鉄砲伝来 (1543)のお

り銃砲とともに黒色火薬が知られたのがその

始まりである.

この黒色火薬は中国において，本草あるい

は神1111術などから発展して完成されたもので

あり，ここにその発展過程における一端を述

べる.

黒色火薬と無煙火薬

黒色火薬とは硝石約75%，木炭約15%，硫

黄約10%からなり，色が黒く，爆発あるいは

燃焼したとき黒煙を生じ，戦場においては砲

手を真っ黒にし，ひいては大砲や小銃を汚し，

戦場の空を暗く，また見通しの悪いものにす

るといわれる.

この黒色火薬に対し，無煙火薬は煙が少

なく，フランスの ClaudLouis Berthollet 

(17 48~ 1822)による塩素酸カリ (1786)， ドイ

ツの ChristianFreidrich Schönbein(1799~ 

1868)によるコロジオン(ニト ロセルロース，

( 45 ) 

Noboru OKADA 

硝化綿ともいわれる， 1846)イタリアの As.

canio Sobrero (1812~ 1888)によるニトログ

リセリン (1846)，スエーデンの AlfredNobel 

(1833~ 1896)による ダイナマイト (1867)の

発明などは比較的新しく ，かっその歴史も よ

く知られている.

黒色火薬の爆発

黒色火薬の爆発燃焼U については次の式が

知られている.

16KN03+3S+21C一一→13C02+

3CO + 8N 2 + 5K2C03 + K2SO. + 2K2S 

(KN03: S: C=82. 3: 4.9: 12.8) 

この燃焼時の体積増加は，黒色火薬の見掛

け比重を 1 として(通常見掛け比重は 0. 9~

~1. 1 ， 真比重1. 58~ 1. 84) O.C， 1気圧では

271. 3倍の体積増加がみられ，著るしい体積

増加は精度の悪い初期の銃砲などに極めて理

想的な火薬であったことが知られる.

硝石の発見

硝石の発端は明らかにされていない.しか

し中国奥地，インド，チリーなどでは硝石は

天然に産出する.インド，中国における硝石

は紀元前より知られていたと推定される.こ

の硝石の発見は，これら硝石の上で焚き火を

するとか，あるい山火事がおきたときなどに

燃焼あるいは爆発したことなどにより発見さ

れたものではなかろうか? あるいは中国奥

地では他の不利から食塩がえられず，従って

この爆発のさいの硝石，あるいは井を堀り，



その水分を濃縮し，結晶させこれを食塩の代

用に用い，さらには医薬としての硝石が用い

られるようになったのではなかろうか? た
たうしぞ

とえばこれら硝石の他に砲砂 (塩化アンモニ

ウム)は飲用したとき有毒であることが知ら

れているが，本草網目引によれば，中国北方

の異民族は塩化アンモニウムさえ食塩の代り

に用いたことが知られている.

硝石の生成

1) 現今，自動車の排気ガス中に亜硝酸など

の NOxが生成することが知られており，こ

れは空中の窒素が，高温，高圧のもとでNOx
を生成するものである.

2) また震の放電時に NOxが生成すること

が知られているが，この量は極めて少なく，

しかも降雨により流失してしまい，

3) かかる放電を用いた硝石の製造は1908年

頃，ノルウエーで試みられたが，使用電力大

で非能率のため行なわれず，

4) ついで、微生物による硝石5>(硝酸塩)、の生

成が知られており，これには，

i )空中窒素をアンモニアに固定する菌が

知られており，好気性菌においては Azoto-

bacteriaceae窒-素菌科の Azotobacterbei-

jerinck，嫌気性菌においては Bacillaceae枯

草菌科の Clost門・diumpωteurianumなど

の菌は空中窒素をアンモニアに固定すること

が知られている.

ii)ついで上記り菌により生成したアンモ

ニア，あるいわ草，動物糞尿などの有機物か

ら生成したアンモニアより硝酸塩を生成する

菌が知られており， nitrobacteriaceae硝酸菌

科の nitrosomonaseuropaeaなどの菌はア

ンモニアより硝酸塩を生成する.ここで生成

する硝酸塩は，土中のアルカリ成分により，

ナトリウム塩，カリウム境，カルシュム塩，

マグネシウム塩，アルミニウム塩などの他，

生成過程ではアンモニウム塩も生ずるものと

思われる.

前述の中国奥地，インド，チリーなどで天

然に硝酸塩が生成するのは，これら 2種の菌

が共生し，空中窒素ょ，り硝酸塩を生成するも

( 46 ) 

のと推定され，わが国およびヨーロ ッパでは

このようにして硝酸塩が生成しても，硝酸塩

は水に可溶性であり，降雨により流れ去って

しまうので，古い寺社，あるいは地下室など

の床下の土を水で抽出し，ついで濃縮結晶化

により硝酸塩をつくっていたことが知られて

おり，この生成過程もこれら 2種の菌の共生

によるものと思われる.

古典的な極めて大量の硝石を積極的に製造

する方法は植物，動物糞尿などの有機物を土
〈さ にお

中に放置しておくと，その臭い臭いがなくな

る頃に硝酸塩を生成する.これは先づ有機物

からアンモニアが生成し，ついで前述の ii)

の硝化パクテリアの作用によるものと推定さ

れる.この方法もわが国のように多雨のとこ

ろでは小屋掛けして硝酸塩を製造していた

ことが知られている.

この製法の最初はし、つ行なわれたか明らか

ではないが，中国奥地，蒙古，アラピアなど

では雨が少なく，動物糞を燃料にすることに

より，これらの乾燥地帯で長期間経過した糞

中に生成した硝酸塩を糞とともに燃料K用い

たとき，極めて発火性の強いことを見出し，

ついで中国で・は，本草綱目，>によれば，開宝

本草 (973)において，所在の山沢で冬季地上

に生ずる霜をはきとり ，水でとかし，これを

濃縮し，硝石をつくり，これを地霜と称した

ことが知られているが，これは経験的に蒙古

などから前述の知識を用い，地霜としての硝

石製造を行なったのではなかろうか?

ついでインドの硝石はアレキサンダ一大王

のインド遠征時(B.C. 326)にインド，パン

ジャプ州(現・ パキスタン)の土民のオキシド

ラーカエ人 (oxydrakae，or oxydracae)は，

大きな虫からとった油と，天然に産する硝石

を用い，何らかの火薬様物質をつくり，アレ

キサソダ一大王の箪を撃退したと伝えられる

が，以後151生紀まで知られておらず，ついで

17世紀に至り イギリスの東インド会社により

採取され，ヨーロツパへ持ち込まれたことが

知られており，ついでチリー西海岸一帯に産

出する硝石は191生紀半ばに発見され，各国へ

輸出されたのが知られており ，わが国でも明



治維新後チリ硝石を輸入していたことが知ら

れている.

5) ついで WilhelmOstwald (1853~ 1932) 

によるアンモニアよりの硝酸の合成が行なわ

れ(1901)，またわが国でもアンモニアよりの

硝酸合成が1928年より日本窒素肥料，延岡工

場で工業化されているのが知られており，前

述の植物，動物糞尿などからの硝石製造は全

くかえりみられなくなってしまったのが知ら

れている.

本草における硝石

中国においては，硝石は水に消け，また加

熱することにより消失してしまい，また諸石

(他の鉱物など)を消かし，しかも石のよう

に硬いので消石と呼ばれた.この消の字が用

いられているのは， 16~17世紀頃までであり ，

16~17世紀頃より硝の字が用いられているよ

うである.

燃焼についての記載は，神農本草経6> 名

医別録7>では記載はみられないが，神農本草

経集注8>以後の本草書において，焼けば紫育

煙がおこることが記され，本草f行義町ではよ

く煙火を発することが記され，本草綱目には
たちま

火に遭えば勿ち焔を起すことが記され， ま

た火で、焼けば紫育の畑が起つ，とあり，また

兵家は燦，縫の火薬を作るに用いることが記

されている.

硝石の産地については，神出本草経では，

山谷に生ず，と し名医別録以後の本草書では

益州山谷，武都，臨西，西先とし，名称につ

いては，名医別録以後の本草書においては，

消石ー名で消とし，本草綱目においては，で

消，苦消，焔消，火消，地霜，北帝玄珠，生

消といった名称もみられる.

錬金術と神仙術

中国においてもヨーロッパ同様錬金術が行

なわれ，水銀を煉って黄金をつくる黄白之術，

また病を医し，あるいは不老長生を求め錬丹

術，さらには仙人になることを夢みて神仙術

などが行なわれた.この神仙術はやt遷術と も

書かれ，不老長生を求め，さらには仙人とな

( 47) 

り，神となり昇天することを希ったと伝えら

れる.これら仙人あるいは神仙家は多くは人

里離れた深山幽谷において，ときには庵，あ

るいは洞窟に住み，仙人になる修業を行ない，

ある仙人はときには五穀を断ってきびしい修

業をしついで神に遷 り昇天する ことを希い，

またある仙人は洞窟において神仙薬なるもの

をつくり，それを服用することにより若返り"

不老長生をとげるといわれる.しかしこれら

仙人はその手段方法が全く秘密主義で， 仙人

から弟子へとその秘法が伝えられ，時には現

代のわれわれからみる とかなりのまやかしも

行なわれていたと推定される.

当時の古代人の発想は現代の化学知識をも

ってすると極めて非科学的で，たとえば金

(黄金)は火中に投じても，土中に千年埋めて

おいても変化しないことより，人の生命に比

べ永久不変と考え， 秦の始皇帝(B.C. 246~ 

B. C. 210)は金の食器を用い食事をし，不老

長生を希って徐市らをして海上に浮んだ仙境

へ仙薬を求めさせたといわれる.徐福，徐市，

徐明，徐林らは蓬来の国，日本へ渡来し，そ

のまま住みついてしまった聞ことが知られて

いる.

また長生薬として多くの丹薬が用いられた

が，水銀化合物を含むと思われる丹薬さへ好

んで用いられ，たとえば唐代においては多く

の皇帝が愛用したといわれ，太宗，高宗，玄

宗などは聡明であったが，憲宗，穆宗，敬宗，

武宗，宜宗などはこれがため早死したといわ

れる

錬丹術の黒色火薬への発端

これら黄白之術，錬丹術，神仙術などから

黒色火薬に関係ある硝石を拾ってみると，周

易参同契J1)(B. C. 220)には硫黄の文字がみ

られ，准南子12>(B. C. 122)には夏至流賞浮

とあり，山海経ω(B.C. 6)には雄黄(難冠

石，二硫化枇素)，青硫黄(枇素の混合した貰

土)が記され，抱ホト子山 (303~317) には丹薬の

原料になる 8種の鉱物(八石)すなわち朱砂，

雄寅，空青(中空状の孔雀石)，硫黄，雲母，

戎塩，消石， J佐賀(三硫化枇素)を調合する



ことが記され，三種の玉英(石英の五種)，八

石(前述)で丹砂をつく ることが記され，つい

で列仙伝1日 (B.C. 6) ，神仙伝1酌 (303~317)

大平御覧17)(982) ， 雲 笈!七銭1町 (960~1279)
せき Jら

には赤斧の物語が記され，赤斧は自完(現青
へttけい L

海省西寧)人で，碧難問(金馬碧難を杷った

ところと伝えられる)主簿(書記官)をなす.

能く水瀕(水銀)をつくり，丹を錬り，硝石

とこれを服すること三十年， 童子の如 く返り

(若返り)，毛髪生えて皆赤し(以下略)，と記

され，また消石については加熱すれば消失し

てしまうので，とれを加工したものを服用す

れば，身が軽くなって空中を飛行できる仙人

となれる，あるいは神仙薬が出来ると考えて

いたので、はなかろうか?

神農本草経以後の本草書には，これを煉り，

膏の如くして，久しく服すれば身を軽くす.

とあり，名医別録以後の本草書には，錬りて

これを服餌すれば，身を軽くし神仙なる.

といった記載がみられ，ついで宋代に書かれ

た雲笈七銭には数多くの硝石を用いた神仙薬

についての記載がみられる.いづれも硝石や

雲母などを用い，これらを加工したものを服

用することにより，皮膚のつやがよくなり，

童子の如く若返り，長生あるいは軽身などの

薬効が記されている.これら硝石の作用が竜，

鳳風，白鶴に乗る仙人や芥川龍之助の杜子春

や孫悟空の空を飛ぶ物語の発想、をつくったの

ではなかろうか?

また大平広記19)(978)の杜子春にはかかる

神仙術を行なった仙人の物語を記しているの

がみられる.

黒色火薬の発明

硝石同様，硫黄も石のように硬く，加熱に

より消失してしまうので，始めは別々に，つ

いで、この 2者をまぜ合わせ，さらには他の薬

品，薬草を加えて加工しているのがみられる.

真元妙道要略仰には，硫黄，雄黄を以って

硝石井びに蜜に合せこれを焼けば焔起り，手

面を焼き及びて屋舎;燈するものあり，とある.

孫真人丹経内21> 伏硫黄法では硫黄一両，
とうしゃ

硝石一両，砲砂(塩化アンモニウム)半両を粉

( 48 ) 

末にし，るつぼの中へ入れると液体となり，

槽中に傾けると伏がなる.(硫黄の性質を失

わせるの意か? あるいは神仙薬が出来るの

意か7)とあり，伏火硫黄法21>では，硫黄と

硝石を鍋あるいは缶の中へ入れ，この容器を

土の中へ入れ，黒焼きにした直角子(サイカ

チの実)を 1つずつ入れていくと，焔が出る

ので， (中略)伏火なるなり，とあり，ついで

伏火饗法却では硫黄二両，硝石二両，馬兜鈴

(ウマノスズクサ)三銭半 (2∞:200 : 35)を

粉末にし，よくかきまぜ，缶の中に入れ，こ

の缶を地中におき，火を入れると煙が起こる

ので，これを冷やすと，といったことが記さ

れている.

このように硝石と硫黄ついで薬草などを用

い，加工することにより神仙薬がえられると

考えたのではなかろうか? 現在われわれが

考えると無意味のように思われることが行な

われて来たが，徐ろにではあるがこれらの方

法は黒色火薬へと発展したものと思われる.

因みに前述の伏火硫黄法では各成分が未だ純

粋でなく，またその配合比率も黒色火薬の比

率と異なり，また各成分を粉砕混合してない

ために爆発はおこらなかったとみられるが，

これら知識は陪代，唐代にかけ黒色火薬へと

発展し，ついで宋代においては火薬を用いた

火薬兵器，あるいは爆伏，畑火へと発展した

ものと思われる.

火薬兵器の台頭山

火薬以前の火器にはしばしば文が用い ら

れ，また火箭なども用いられたが，この火箭

は小瓢に油を盛り，矢端に冠す，とあり，こ

れら火器は8世紀から17世紀までの兵書にい

たるまで記載されている.

ついで、開宝二年 (969)(宋史，物理小識)あ

るいは開宝三年 (970)(大学術義補，群書考

索)に兵部令史馬継昇ら火箭法を進め， (大祖

960~976) 試験を命じ，衣物束吊を賜る，と

あり，ついで宋史，続資治通鑑長編には成平

三年(1，∞0)神衛水軍隊長，唐福，製すると

ころの火箭，火毛主，火震葉(火羨泰，続資治

通鑑長編)を献ず.また群書考索，格致鏡原



には同年，神衛水軍隊長，新製の火箭，火珪，

火鎗を献ず，とあり ，これら火箭， 火琶など

が宋代の兵書，武経総要23)(1，044) に始めて

記され，また明らかに火薬を用いたことが記

されるとともに， 火薬について記されており，

たとえば武経総要記載の火箭には，火薬を箭

首に施し，弓考を通し，これを用う ，とあり，

また同書記載の羨藁火墾については，三枝六

首の鉄刃をもって，火薬をもって，これを団

し，とあり，以後の兵書には火薬兵器の記載

がみられる.

姻火の起源2.，

一方中国では古くから燐燐，庭;僚が行なわ

れ，この庭;僚すなわち庭において焚き火をし，

この中へ真竹とか生竹を燃やすと大きな爆発

音を生ずるので，これが鬼や山燥 人(山中に

住む人)を退治するものとし，正月などに爆

竹を行なったことが知られており， ついで新

しく発明した黒色火薬を用い，この竹を燃や

す爆竹に代り，宋代には火薬を用いた爆伏な

るものがつくられ，ついで畑火(花火)がつ

くられたことが知られている.

東京夢筆録 (1147) には駕，宝津楼に登り，

諸軍百戯を呈す，の中に，忽ち一戸，ii草震の

如きをつくる，これを爆伎という，とあり，

ついで畑火大におこる，とあり(以下略)ま

た宋代の歳時記，風物誌などには爆竹，爆t丈，

畑火などの記載がみられ，その製法について

は断片的に黒色火薬の成分などが記されてい

る.

結 語

黒色火薬は本草ついで神仙術に用いられた

硝石を用い，さらに硫黄，薬草などを用い，

この中で黒焼きにしたサイカチの実を硝石と

硫黄の中へ加えることにより ，その構成成分

に到達した.ついでこれらの方法は， f:前代，

唐代，あるいは宋代にかけて黒色火薬へと発

展し，ついで宋代においいては黒色火薬を用

いた火薬兵器，ついで、爆伏，さらには畑火へ

と発展したものと思われる.
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漢方文献の検索法*1(第 1報)

久保道徳*2) 諮 忠人*2) 小曽戸洋*わ

森山健三山，木村善行*2) 有地 滋*2)

References of Chinese Traditional Medicine*1> (part 1) 

Michinori KUBO*2)， Tadato T ANI*ペ HiroshiKOSOTO*2) 

Kenzo MORIY AMA柑， Yoshiyuki KIMURA判) Shigeru ARICHI*2) 

1. はじめに

中国で発生した医療法を「漢方」と我国で

は称している.

漢方医学は分析的思考法で発達してきた西

洋医学思想とは異なり，診察，治療および治

療に用いる生薬の組合わせ(処方)な ど，す

べてにわたり有機的な総合性を重要視した医

療法であるといえる.

しかも，漢方医学は中国における人文科学

的思想と密接な関係をもち，理想を過去に設

定して思考する方法がとられるとともに，陰

陽 ・五行 ・経絡 ・運気などの理論を基礎とし

て体系化されている.また時代背景，生活環

境などに応じてその性質を異にする傾向も少

なからずある.さらに病名についても西洋医

学の特定部位による分類とは対照的に全身把

握主義的な特徴をもっている.

このようなことから，近代科学を学んだ現

代人にとって漢方医学は理解し難く，また誤

解される面の多い原因ともなっている. しか

しながら漢方医学は疾病の治療に関して十分

な実用性を備えていることは事実であり，漢

方文献には医学薬学に関する無尽蔵のテ ーマ

がかくされていると考えられる.したがって

それを応用し現在に役立てていくには単に漢

ぺ)日本薬学会98年会(1978年4月)で発表
勺)近畿大学東洋医学研究所

方を非科学的な経験医療と決めつけることな

し過去の文献を正確に把握することが必要

である.

これらにもとづいて今回漢方医書の成立過

程，文献内容について論じ，書誌学的な考証

を加え，過去の事実の正しい認識を目的と し

て漢方文献検索法を記し考察した.

第 1報では素間 ・霊枢 ・太素 ・難経につい

て報告する.なお参考図書の紹介は現在入手

可能なものおよび重要なものに限った.

11. 中国医学の発生

中国における医術の発生も他の例にもれず

呪術師，亙すなわちシャーマンらの手によっ

て行なわれた.その後，純医学が芽生え，

B. C. 90年頃に成立した史記u の扇鵠倉公伝

には， 不治の病の一つに「信亙不信医J(亙

を信じて医を信じないもの)を挙げている.

したがってこの頃には既にシャーマニズムを

排斥し，純医療学的学間体系が確立されつつ

あったと思われる.さらに周礼2)などの古典

に見える記載からもこれをうかがうことがで

きる.

また基礎医学のテキス 卜である素i首j3)の呉

法方宜論には地域によって種々の異なった医

療方法のあったことが記されている.現在で

Research Institute of Oriental Medicine， Kinki University. 
Location; 380 Nishiyama， Sayama-cho， Minamikawachi-gun， Osaka 589 
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が黄帝を尊敬してその名を冠したものであろ

う.

この奮は同一人物によって書かれたもので

はなく，各篇によって秦をはるかに遡ると考

えられるものや，あるいは後漢の作と推量さ

れるもの，さらには六朝時代の術文と思われ

るものまでが混在し，したがってその理論も

篇によって趣きを異にするものもある.その

成立年代に関しては諸説的があるが，有史以

来，多くの経験と文献の集積によって前漢中

期にはほぼその原型が成り ，後漢初期 (1世

紀頃)にはその体裁が整えられていたと考え

るのが穏当なところであろう.

黄帝内経の名は漢書芸文志9) に「黄帝内経

十八巻」と見えるのが最も古い.皇甫誼(282

年没)はその著甲乙経の序で「黄帝内経十八

巻は今の錨経九巻 ・素問九巻，合わせて十八

巻がこれにあたる J10
) といい，これに拠っ

て素問 ・霊枢の二書が黄帝内経に相当すると

いう説が一般に定着しているが，漢書芸文志

の 「黄帝内経」と素問 ・霊枢は全く別本であ

ると指摘する説11)もある.

素問の名が最初に見えるのは傷寒論(217年

頃成立)の序文で， r撰用素間九巻……J(Fig

1)とあり，ここでの九巻とは現在の霊枢に

相当するとし'、うのが定説である.また!宥書経

籍宏、山には 「黄帝素問九巻」が記載されてい

る.素問という名称についても諸説があるが，

素とは太素すなわち人間おける最も根源的な

もの，問とは臣下との問答と解釈ω されてい

素問についてIII. 1 

-
(
前
略
)

傷寒論の序文

は金1.炎術(黄帝内経)・神仙術(神農本草経)・

純薬物療法(傷寒雑病論)がそれぞれ独立して

発達したと考える三大文化聞説4)が一般化さ

れている. しかしながらこの説の論拠は甚だ

l暖味なものであり ，また傷空襲論臼の序文(Fig

1)に多くの書を参照して完成したというこ

とが記されているように多分に地域差はあっ

たにせよ，各医療手法は互いに関連しつつ発

達したと考える方が妥当であろう.このこと

から以下に述べる中国の医学 ・薬学の古典

(漢方文献)を研究する上でも，相互に関連づ

けて検討することが必要である.

Fig.l 

る.

現在見られる索問の伝本は成立当時の姿を

そのま ま伝えている訳ではなく， 他の多くの

古典と同様に散{失・改買~ .再鴛iなどの運命を

たどっている.南北朝時代に全元起が素問の

訓解本九巻いわゆる全元起本を著しているが

現在には伝わらない.聞のころには既に第七

巻目が失なわれていたらしく 14) 唐代になっ

て王泳がそれらを見つけ出した15)として全九

巻を揃え，それに註釈をつけてお り，これは

次註本と呼ばれでいる. 第七巻冒は現在の運
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貧帝内経について

黄帝内経は現存する中国最古の医学書であ

り，現在「素問」 ・「霊枢」および 「太素」 の

テキストが存在する.黄帝は中国の伝説上，

漢の孔安国の尚書の序6)によると伏毅 ・神農

とともに三皇に属し，その著書は三墳と称さ

れている.すなわち「周易」 ・「神農本草経」・

「黄帝内経」の三書である.賞帝は伝説上で

は約 47∞年前の人にあたると推定されてい

る7)が，もとより実在の人物ではなく，その

著書とされる黄帝内経も，あくまで後世の人

III. 
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気篇に該当し，後述する新校正本に引かれる

全元起本の篇目や太素にはこれらの篇が見当

たらないことから，これが王泳の京入である

ことはほぼ疑いの余地はないが，王泳自身の

偽作であるとは思われず，恐らく何らかの古

典から引用して挿入したものであろう.これ

は運気篇の本文と王駄の註文との聞に微妙な

食い違いのある ことによって察せられる.こ

の次註本もそのものは現存しない.

北宋になって大がかりな医書校勘すなわち

宋改が林億ら宋臣の手によって行なわれ，素

問もこの次註本・全元起本および後述する太

素経などのテキストを校合して校正された.

これが新校正本と称されるもので，現存する

唯一の素聞のテキストである.この新校正本

によって全元起本の篇目の巻数やその註の一

部，および次註本の註文のほぼ総てを知るこ

とができる.新校正本は宋本とも呼ばれるが，

宋代の原刊は伝存しない.明代にそれを顧従

徳、が模刻したものが数部存在し，復刻されて

現在一般に流布しており，顧本と称されるも

のがそれである.

素聞は黄帝と岐伯以下 6人の臣下との問答

形式で書かれ，主に生理・衛生・病理 ・薬理

などの基礎医学とも言える理論が詳説されて

いる.また前述の運気篇には気候の予測とそ

の影響，それに起因する病気の治療法が述べ

られており，王拡の挿入といえども軽視でき

ないものである.素聞の刊本とその参考図書

を TABLE1に示した.

TABLE 1 素聞の刊本とその参考図書

a)原書

・“重広補注葉帝内経素問ヘ活字本，上海商務印

書館， 上海， 1954. 

・“重広補注黄帝内経素問ヘ活字本，旋風出版社，

台北， 1974. 

-“重広補注黄帝内経素間 顧従徳本影印，国立

中国医薬研究所，台北， 1971. 

-“重広補注糞帝内経素問ヘ 願従徳本影印，芸文

印書館，台北，発刊年次不明.

・“素問玉O.K注ぺ四部備要本，台湾中華書局，台

北， 1974. 

・“黄帝内経索開"，医統正脈全書，第 l冊，新文

輩出版公司，台北， 1975. 

b)中国における解説書および参考図書

・劉完素，“素間玄機原病式ヘ医統正脈全書，第

7冊，新文豊出版公司，台北， 1975. 

-馬玄台，“素問註証発徴東方会，東京， 1977. 

・馬玄台・ 張隠庵，“合註賞帝素問霊枢合編九台
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聯国風出版社，台北.1968. 

・張介賓，“類経国際書局，台中.1974. 

・張介賓，“類経ぺ東豊書庖，東京.1978. 

・張介賓，“類経ヘ経絡治療学会，東京.1978. 

・李中梓，“内経知要ヘ商務印書館香港分館，香

港. 1971. 

. i.玉初，“素問霊枢類纂約註旋風出版社，台北，

1974 

・皇甫謡、，“黄帝針灸甲乙経ヘ台聯国風出版社，

台北.1975. 

・“内経講義ヘ北京中医学院編，医薬衛生出版社.

香港.1969. 

c) 日本江戸時代における解説書

・多紀元筒，“素問識ヘ皇漢医学叢書，第 11m.

大新書局，台北. 1975. 

・多紀元竪，“素問紹識ヘ皇漢医学殺害，第 11m.

大新書局，台北.1975. 

・岡本ー抱，“内経素問諺解ヘ古典銭灸研究会，

東京.1970. 

d)現代日本における解説書 ・参考図書および文献

-矢数有道，“素問活用論文集成ヘ後世要方釈義

と合編，自然社，東京.1977. 

・丸山昌朗，“校勘和訓糞帝索開賞帝京間刊行

会，東京.1963-1964. 

-丸山昌朗，“素聞の采"，黄帝素問刊行会，東京，

1964. 

・小曽戸丈夫 ・浜田善利，“意釈黄帝内経索開"・

“;蛍:釈賞帝内経運気ヘ築地書館，東京. 19ヴ1.

・柴崎保三，“黄帝内経素問新義解東京高等鍬

灸学校研究部，東京.1973-1977. 

-森田幸門，“素間入門"，森田漢方治療研究所，

大阪. 1973. 

・藤木俊朗，“素問医学の世界績文堂.東京，

1976. 

・小栗英一 ・蔽内清，“黄帝内経素問ヘ世界の名

著，続 1.中国の科学に収録，抄訳，中央公論

社，東京.1975. 

・丸山昌朗， 日本東洋医学会誌.13 (2) .23 (1962). 

・岡西為人， 漢方.1(7). 35 (1955). 

111. 2 霊枢について

霊i認の名が見える最も古い文献は素問1引の

王l7J<.序で，その他， 陪書経籍志山tこは①「黄

帝鍬経七巻j. I日唐書経籍志m には②「黄帝

誠灸経十二巻」 ・③「黄帝鋸経十巻」 ・④「黄

帝九霊経十二巻霊宝注j. 唐書芸文志18)には
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⑤「黄帝錨灸経十二巻」 ・⑥「黄帝誠経十巻」

・⑦「霊宝注黄帝九霊経十二巻j. 宋志芸文

志山ιには ③「黄帝霊枢経九巻」 ・⑨「黄帝誠

経九巻」 ・⑩「黄帝九虚内経五巻」などの記

載がある.これについて林億らは素問船王涼

序の注で「張仲景21)や王叔和の脈経22)では

『九巻』とし， 陪書経籍志23)では『九霊』と

あるが，王泌がこれらに『霊枢』 と名づけた

のである.jと記している.また丸山2()は①

.③ ・④ ・⑥ ・⑦ ・⑩の書は書名こそ相違

するがその内容は同ーであると断定してい

る.

霊枢の成立に関しては古くは皇甫・諸10)をは

じめ，杭世駿zペ 馬 玄 台26) 銚際恒27) 多紀

元筒28) 多紀元胤29)らが論じており ，素問と

同時に成立したとするものから，素問より古

いとするもの，それより新しいとするもの，

また王泳の偽作とする説などがある.丸山は

素問 ・霊枢の内容を詳細に検討した上，その

撰述態度と時代の相違を考証し，素問の撰次

(最終的に編集された)時代を後漢初期1

霊枢を後漢中期30的〉と推定しているが，これは

傾聴に値する説であると思われる.

北宋の林億らによる宋改 (1061~1069年)

の頃には既に霊枢の完本は失なわれていたら

しく，素聞の校勘には用いられている31)が，

それ自体は校勘されていない.その40数年後

(1093年)の高麗からの献本によって始めて完

本が知られたといわれる拍.現存の霊枢33)に

は紹興二十五年(1155年)の史桜の肢があり，

これは恐らく高麗献本にもとづいたものであ

ろうと考えられる.

霊枢は主に診断法 ・治療法 ・針の刺法など

の臨床医学について論じられている.また素

聞に較べると格調高い名文はさほど多 く見ら

れず， ややもすれば軽んじられた加傾向にあ

ったが，これは実際の臨床家によって著述さ

れたことを裏付けるもので，その臨床応用の

価値は極めて高い.索開と重復するものは省、

き，霊枢の刊本とその参考図書を TABLE II 

に示した.



TABLE it 霊枢の刊本とその参考図書

a)原書

・“賞帝素問霊継経定自付本影印，台湾芸文印書

館，台北，発刊年次不明.

・“霊枢経 活字本，上海商務印書館，上海，

1954. 

・“霊紙経ヘ四部備要本，台湾中華省局，台北，

1973. 

・“黄帝内経霊枢医統正脈全書，第2冊，新文

輩出版公司，台北.1975. 

b)中国における解説書および参考図書

-馬玄台，“霊枢註証発徴"，東方会，東京. 1972. 

・陳盤琉 ・鄭卓人，“霊枢i経白話解勧奉文化}]!i

務社，香港，発刊年次不明.

c) 日本江戸時代における解説

・多紀元節，“霊椙識ヘ上海科学技術出版社，上

海. 1964. 

・多紀元簡，“霊i認識古典鍛灸研究会出版部，

東京.

d)現代日本における解説者 ・参考図書および文献

-丸山昌朗， “校勘和訓黄帝銀経ヘ賀帝索開刊行

会，東京. 1965~ 1967. 

-小曽戸丈夫・浜田善利，“，G;釈貰帝内経霊A"，
築地書館，東京.1972. 

-丸山昌朗，日;本東洋医学会誌.15 (3). 7 (1964). 

・岡西為人， 漢方.1(8). 33(1955). 

III. 3 太棄について

これは唐35)の楊上善が編纂し註解を加えた

ものであるが，黄帝内経の古態をうかがうこ

とのできる貴重な書であるのでここに併記す

る.内容的には素問 ・霊枢‘を合わせたもので

あるが，そ，の篇名は全く異なっている.旧唐

書 経籍志山 に「貰帝内経太素三十巻錫上善

注J.唐書芸文志36) に「湯上普注糞箭内経太

素三 |ー巻」と見え，宋改時の索間の校勘にも

用い られている.ところが南宋以後の書録に

はその名が見られず32bに当|昨の中国では既

じ亡伏していたと思われる.

我国では天平宝字元年 (757年)の勅令に医

生の教科書として太素を採用しており 37) 奈

良時代には渡来していたことが判る.その後，

我国でもこの書は亡供したものと思われてい

TABLE lI1 太索の刊本と参考図書

a)原書

-錫上善，“黄帝内経太索ヘ粛延平本影印，北京

人民衛生出版社，北京.1955. 

-楊上善，“黄帝内経太素増補珍本図書集成，

第2冊，世界書局，台北.1971. 

・楊上善，“黄帝内経太素盛文堂，東京.

・石原明 ・丸山昌朗 ・田口友康，“欠巻覆刻太素

上，古医典のつどひ，東京. 1964. 

b)現代日本における解説書・参考図書および文献
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・石原明・丸山昌朗 ・田口友康，“欠巻覆刻太薬

下，古医典のつどひ，東京.1964. 

・矢数有道，漢方と漢薬.10 (5). 1 (1943). 

・石原明，漢方の臨床.3(9・10・11).24(1956). 

・石原明， 日本東洋医学会誌.12(4). 7(1962); 

15 (1). 11 (1964) . 

・岡西為人，漢方.1 (8). 33 (1955). 

たが，文政三年(1820年)に京都の福井家が仁

和寺から平安末期写本の第二十七巻目を入手

したことがきっかけとなって調査され38に現

在. 30巻中27巻が発見されてほぼ太素の全貌

が明らかになった.この書は黄帝内経を研究

する上で見のがすことのできない資料である.

太素の刊本とその参考図書を TABLEIIIに

示した.

IV. 難経について

現存する書古の医書の 1つに難経がある.

この書は!隣国時代の名医，扇鵠が寅帝内経の

81の難解な部分について解説した書と言われ

ているが，恐らくは素問 ・霊枢の成立以後，

後漢の作であると推定される.

傷寒論の序文 (Fig1)に「八十一難」と あ

るのが難経に関する最も古い記載である.そ

の他， 問書経籍志∞に「黄帝八十一難経二巻，

梁有黄帝衆難経一巻目博望注亡J.旧唐書経

籍定、17)に 「賀帝八十一難経一巻，秦越人撰J.

唐書芸文志18)に 「秦越入賞帝八十一難経二

巻」と記載されている.あるいは太平御覧39)

に引かれる皇甫誼の帝王世紀には「策帝有熊

氏命雷公岐伯論経脈傍通問難八十一為難経」

とあり，難経は古くは賞帝八十一難経もしく

は単に八十一難経などと称されたようである.



秦越人すなわち盾鵠の著作とあるのは無論，

漢人の偽託であろう.

伝本については多紀4へ や岡西(1)らの考証

があり ，詳述はさけるが，現存する最古の も

のは北宋の王翰林の集注したもの山である.

これには既に亡侠した陪の目博望の注，唐の

楊玄操および北宋の丁徳用 ・虞庶・楊康侯ら

の諸注が収められてお り，古注を知る上で貴

重な存在である.また元の滑伯仁の著した難

経本義が注解書として最も有名である.

内容的には脈 ・経絡・臓蹄 ・病理・病態・

経穴 ・金|の刺法について81項目にわたって論

t じられている.したがって古来より，特に針

灸医学の聖典と して黄帝内経とともに双壁を

なしてきたが，漢方医学全般にわたる研究お

よび臨床応用の価値は高く，黄帝内経 ・傷寒

論 ・金匠要略の研究資料と しても重要な書で

ある.難経の刊本とその参考図書を TABLE

IVに示した.

TABLE IV 難経の刊本とその参考図書

a)中国における解説書

・王翰林， “難経集注ヘ台湾中筆書局， 台北，

1973. 

・玉翰林，“難経集注"，台i櫛国風出版社，台北，

1978. 

・滑伯仁，“難経本義ヘ 旋風出版社，台北， 1973. 

・滑伯仁，“難経本義n，医統正脈全書，第5Hfl. 
新文輩出版公司，台北， 1975. 

・勝万卿，“難経古義"，医林書局，香港，発刊年

次不明.

・“難経訳釈南京中医学院医経教研組編，上海

科学出版，上海， 1961. 

b) 日本江戸時代における解説書

・岡本一抱，“難経本義諺解ヘ束力会，東京.

c)現代日本における解説書おび文献

・本間作白， “難経の研究医道の日本社，神奈

)11， 1965. 

・小曽戸丈夫 ・浜田善利， “治;釈八十一難経築

地書館，東京， 1974. 

-丸山昌朗，日本東洋医学会誌， 25 (4)，27 (1975). 

・岡西為人，漢方， 2 (7)， 30 (1956) . 
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V.近年発見された中国最古の医書につい

て

近年，中国では古代中国の遺跡に関する発

掘調査が盛んに行なわれ，これに付随して医

学書も発見され整理発表されている.このう

ち特に重要なものとして馬王推医書山 と武威

医筒H)が挙げられる.

馬王推医書は;19町73

掘されたJ馬馬王推3号墓より出した吊警でで、，文

物的tこよると紀元前3世紀の写本であるとい

う.これは数種仰の医書に分類され，十一脈

灸経43町と名づけられる医書は霊枢 ・経脈篇

および経筋篇の古態を示すものと考えられる.

また五十二病方43b)と名づけられる医方書に

は 243種の薬物が記されており ，.古代薬物療

法を知る上で大きな手がかりとなるであろう.

武威医簡は1972年，甘粛省、の武威県早灘以

より 出土した木‘簡と木版で，後漢初期のもの

と推定47)されている.この医方書には30処方

96種の薬物が記され，索開や傷寒論との関

係山 も想起される. また赤堀4九 b)の研究に

よると神農本草経との関連が深いという .

これらの医書は後代の手を一切経ない第一

級資料とすべきものであり，これによって従

来の古代中国医学に関する認識 ・学説にも少

なからず修正を加える必要があろう .

以上，漢方医学の基礎的理論について書か

れた素問と，主として針灸医学に重点がおか

れた霊枢および難経を中心に論述した.一般

に黄帝内経系の医書は針灸医学の古典と見倣

され，薬学の分野ではさほど重要な書として

取扱われないことが多い.ところが特に素問

中には随所に薬物に関する基礎的理論仙が論

じられ，薬方もわず‘かで、はあるが記載50)され

ている.金・ 元代より興った一連の医学書 ・

木草書51)はみな賀子i1内経の理論を源流とした

ものである.このことからもこれらの書は単

に針灸医学のみならず，次報52)で報告する薬

物療法を主体とした医方書で、ある傷寒論 ・金

盛要略とともに中国の医学大系の板斡をなす

ものである.



Summary 

During more than two thousand years， 

many medical references， formularies， and 

herbals (Ben Cao) have beer. issued in 

Chinese traditional medical science. 

In this paper， textbooks and references 

of Huang Di Nei Jing (賞帝内経)， the 

earliest medical classic compiled probably 

in the 1st century， are introduced. 

文献および脚注

1)司馬遼， “史記 宏楽番局， 台北， 1976， 

p.755. 

2)周代の官制を記したといわれる周礼には，医

師iに食医 ・疾医 ・蕩医 ・獣医の別があり ，そ

れぞれの治療があったことが記されている.

“周礼ヘ業根出版，東京， 1976，上巻 pp.
60~63. 

3)“重広補註黄帝内経素問ヘ第2版，国立中国

医薬研究，台北， 1971，第四巻，一丁.

4)長浜善夫，“東洋医学概説第1)仮，創元主1:，
大阪， 1961， p.144， p.6田6.

5ω) 

197η3， pp. 6~7. 

6)諸橋轍次，“大漢和辞典第4刷，第 1巻，

大修館書庖，東京，1974， p.124.から援引.

7)陳存仁，“中国医学史図鑑ヘ第 1版，香港商

務印書館，香港， 1968， p. 20. 

8) a)富士川は B.C. 約 200年頃に成立したと

推定している. 富士川滋， “支那思想 ・科学

(医学)ヘ岩波講座，東洋思潮，岩波書庖，

1934，東京，p.11，日本古医学資料センター

復刻版;b)藤堂明保は成立の年代を秦から

前漢の始めと推定している.柴崎保三， “黄

帝内経索開新義解ヘ第2版，第 1巻，東京

高等鎖灸学校研究部，東京，1937， p.12.; 

c)この他，内藤虎次郎 ・赤松金芳 ・大鳥蘭

三郎 ・平岡禎吉らの諸説がある.丸山晶朗，

“鍬灸医学と古典の研究ヘ第 1版，創元社，

大阪， 1977， p.250. 

9)“中国歴代芸文志ヘ第 1版，遼東図書公司，

台北，1956， p. 15. 

10) r按七略芸文志賀帝内経十八巻今有鍛経九巻

索開九巻二九十八巻Jlll内経也」皇甫詣，“黄

帝鎖灸甲乙経ヘ 第2版， 台聯国風出版社，

台北， 1975， p.3. 
11)文献 8c)の p.256.

12)文献 9)の p.100.

13)丸山昌朗，“素問の梁ヘ第 1J:ti， 賞帝京間刊

行会，東京，1964， pp. 2~7. 

14)陪書経籍志に「賞帝索開八巻全元越注J(越は

起の誤りか)とあるところから全9巻のうち

l巻が欠けていたと想像される.文献 a)の

p.101. 
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15)素聞の王泳序に「於先生郭子斎堂受得先師張

公秘本」とあり，林億らの註ではこれを運気

七篇にあてている.文献 3)の第一巻，四丁.

16)文献 3)の第 1巻，三丁.

17)文献 9)の pp.231~232. 

18)文献 9)の p.306.
19)文献 9)の p.441.

20) r漢張仲景及西晋王叔和脈経只為之九巻…・一

ま安陪書経籍志、謂之九霊王泳名為霊.ilU 文献

3)の第一巻，三丁.

21)傷寒論の著者. Fig.1. 

22)王叔和，“王叔和脈経古典鋸灸医術研究会，

鎌倉，1974~1949. 

23) I清書経籍志には九霊の名は見あたらない.恐

らく 旧唐書経籍志mあるいは唐書芸丸官、18)の

誤 りであろう.

24)文献 8c)の pp.262~263. 

25)抗世駿，“道古堂集多紀元胤，“医籍考ヘ

皇漢医学叢書，第3冊，大新書局， 台北，

1975， pp. 53~54. から援引.

26)馬玄台 ・張隠庵，“合註賞帝素問霊枢合編

台聯国風出版社，台北，1968， p.1. 

27)銚際恒，“古今偽書考ヘ多紀元胤，“医籍考ヘ

皇漢医学叢書， 第3冊，大新書局， 台北，

1975， p.54 から援引.

28)多紀元簡， “霊枢識ヘ上海科学技術出版主L
上海， 1964，綜概， pp. 1~9. 

29)多紀元胤，“医籍考ヘ皇漢医学叢書，第3冊，

大新書局，台北.1975， p. 56. 
30)文献 8c)の pp.262~275 . 

31)素聞の新校正注には多く霊枢を用いて校勘し

てある.たとえば文献 3)の第十七巻，二丁

など.

32)宋史哲宗紀に 「元祐八年正月庚子詔頒高麗所

献賞帝鍛経子天下」とあり ，王応麟の玉海に

「元循八年高麗所献書有責帝銀経九巻」と見

えることから，多紀元胤はこのように考証し

ている.a)文献 29)の p.55.:b)岡西為人，

漢方，1(8)， 33 (1952). 

33)“糞帝素間霊枢経ヘ越府本影印，芸文印書館，

台北， 発刊年次不明， 叙，一二丁.

34)朱煮は「索開語深霊枢浅較易」と述べている.

文献 29)の p.50.より援引.

35)一般には陪とされているが，矢数は唐と断定

している.矢数有道， 漢方と漢薬， 10(5)， 

1 (1943). 

36)文献 9)の p.307

37)富士川波，“日本医学史ヘ真理社，東京，

1952， p.47. 

38)矢数有道，漢方と決薬， 10 (5)， 1 (1943). 

39)“太平御覧ヘ第 2版，第6ffI}，台湾商務印書

館，台北， 1974， p. 3325. 

40)文献 29)の pp.73~100. 

41)岡西為人，漢方， 2 (7)， 30 (1953). 

42) T ABLE IV a)の“難経集注"がそれである.

43) a)馬王堆漢墓吊書整理小組，文物，1975年
第6期， pp. 1~5.; b)馬王堆漢墓吊書整理



小組，文物， 1975年第6期， pp.35-48. 

44)“武威漢代医筒ぺ甘粛省博物館 ・武威県文化

館編，文物出版社，北京， 1975. 

45)鐙益研 ・凌裂，文物， 1975年第9期， p.50. 

46)文物によるとそれぞれ足管十一脈灸経(甲，

乙本)，脈法，陰陽脈死候， 却穀食気， 導引

図に分類 ・命名されている.

47) a)赤堀昭， 東方学報， 第50冊， 75(1978); 

b)赤痢昭，日本塁史学雑誌，24 (1) ， 1(1978). 

より援引.

48) a)たとえば伏梁と名づけられる病名は素r，JJ
の腹中論，奇病論および難経五十五難にも見

える.; b)たとえば治傷寒遂風方の処方は傷

寒論との関連を恩わせる.

49)たとえば湯液穆随論をはじめとし，特に至真

( 57 ) 

要大論には君臣佐使説など，薬物の運用法が

詳述されている.後者は前述の運気七筑に属

する.また病態論に記載される沢潟 ・J1t・康

衡の処方は傷寒論，桂枝湯の条文と関連する

と考えられる.

50)素問中に 6方，霊枢中に 5方，計 11方が記載

されている.

51)医学容としてはL、わゆる金元の四大家，自由j完

素 ・張子和・李東垣 ・朱丹渓の著書が代表的

なものである.本草書には東垣の用薬法象，

王好古の湯液本草などがあ り，これらの流れ

を滋んだ医方を我国では後世派と称している.

後代，本草網目にも多大な影響を与えている.

52)久保道徳，総忠人，小曽戸洋，森山健三，木

村善行，有地滋，薬史学雑誌13(2)，58 (1978). 
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漢方文献の検索法1*)(第 2報)*2) 

久保道徳料 諮 忠人*3) 小曽戸洋*3)

森山 健三*3) 木村普行制 有地 滋*3)

References of Chinese Traditional Medicine*ll (part 2)柏

Michinori KUBO料 TadatoT ANI*へ Hiroshi KOSOTO*3) 

Kenzo MORIY AMA判) Y oshiyuki KIMURA *3)， Shigeru ARICHI料 〉

前報本わでは中国最古の医学書である黄帝

内経 ・難経を中心に述べたが，本報では傷寒

論 ・金底要略について解説する.素問では主

に基礎医学理論について，霊枢 ・難経ではと

くに針灸などの物理療法を中心とした臨床医

学に関して著述されているが，これらの書や，

当時現存した医学書 ・医方書 ・本草書を参考

にして3世紀初めに傷寒雑病論が成立した.

この書は薬物療法を主体と した臨床医学書で，

実際の疾病に対する応用価値は極めて高い.

その後，中国において多くの漢方医学書が著

わされたが，本質的にはこ の害に比肩しうる

もの はつい に現われなかった. その価値が

1700年以上もたった現在も少しも減ずること

なく，その生命を現在まで保っていることは

実に驚嘆すべきことである.

1 傷寒雑病論について

現在伝わる傷寒論 ・金匪要略の 2書は漢方

医学における最も貴重な文献であ り，この書

なくして現在の漢方は成り立たないで、あろう .

また他の漢方文献に及ぼした影響は計り知れ

ない.

この 2書はともに後慌の長沙の太守であっ

た張仲景の著になるとされ，もとは一つの書

ぺ)日本薬学会98年会(1978年4月)で発表

であったと考えられている.その原書がどの

ようなものであったか現在明確に知る事はで

きないが，各書に引用された書名および巻数

を TABLE1に示した.これらの記載は一定

していないが， ほぽ同系統のものであったこ

とは類推できる.r卒」の字に関しては「雑」

の錯字であると考証され9に これに対しては

異論もあるが10) ここ では一応それに従って

傷寒雑病論に統一しておく .また張仲景なる

人物についても若干の説話は伝わっている 11)

が，いずれも正史に載せられたものではなく ，

古来より論義の絶えないところである.

傷寒雑病論著述の動機に関しては序文山に

「自分の一族はもと多人数で以前は 200人余

TABLE 1 諸木に引用された張{中景の22

rl~寒卒病論集」

「傷寒雑病論十六巻」

「仲景選論」

「張仲景方論三ー1.六巻」

円長仲景緋傷寒十巻」

「張イ中景方十五巻」

「張イ中景薬方十五巻」

「王叔和張仲景薬方十五巻

文傷寒卒病;命十巻」

「仲景I~寒論 十八巻」

(傷寒論l当序lJ)

(I~寒論 l当序川
(甲乙経自序2))

(高湛養生論3))

(院孝緒七録心)

(問書経籍志5))

(1日唐書経ifi志6))

(唐書芸X.， ~\1) )

(外台秘要8))

*2)久保道徳、，実情忠人，小曽戸洋，森山健三，木村善行，有地滋，薬史学雑誌， 13 (2)， 50 (1978). 
*3)近畿大学東洋医学研究所

Research Institute of Oriental Medicine， Kinki University 
Location; 380 Nishiyama， Sayama.cho， Minamikawachi.gull， Osaka 589 

(， 5K) 



りも、いたが，建安紀年 (196年)以来10年もた

たないうちに死亡者は3分の 2にも及び，傷

寒で死亡したものはそのうち 7割であった.

このことから傷寒雑病論十六巻を作った」と

述べられている.

さて，傷寒雑病論は成立後間もなく晋の太

医令であった王叔和の撰次にかかり，甲乙

経2) の序に「近代太医令王叔和撲次仲景選論J.
高湛養生論3)に「王叔和……編次張仲景方論」

などと記されている.この王叔和なる人物に

ついて七若干の資料があり 13九三国から晋初

め (3世紀)の人と思われるものの，詳細は

不明である.

現存する傷寒論 ・金国要略の二書は，時代

はともかくこの張仲景の傷寒雑病論より分出

したものと考えられる.これに関して，傷寒

f主 J英

(25-220) 

雑病論全16巻のうち10巻が今の傷寒論で，残

りの 6巻が雑病論，すなわち金匪要略の原書

ビあたると考証され凶， これが一般の見解と

なっている.しかしながら16巻本以外の書も

存在したと考えられるので，この説はあくま

で推測の域は出ず，多くの問題点が残されて

いる.

その後，宋代に至るまでに傷寒論 ・金匠要

略の伝本はかなり混乱していたと思われ，林

億ら宋臣の手によって治平二年(1065年)山に

傷寒論，治平三年(1066年)16)にその異本であ

る金底玉函経，また同じころmに金匪要略が

校刊された， 現在一般に我々が傷寒論 ・金庫

要略と称するものはこれらの書にもとづいて

いる.

傷寒雑病論の変遷と伝本について整理し図

王叔手口の撲次‘
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く高滋養生論〉

| 艇やl'最緋 f~来十巻 |
く七録〉
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( 59 ) 



表化したものを Fig.1に掲げた. これから

も判る通り，とくに宋以前のものに関しては

多くの疑問点がある.しかしながら，①唐代

の外台秘要8)には18巻本からの引用があって，

これには出典巻数が付記されている.②脈

経13C) 諸病源候論山・千金要方19).千金翼

方20).肘後備急方21Jなど宋以前の古典にも傷

寒論 ・金匿要略からの所引と恩われる部分が

ある.③敦煙からは現在の傷寒論排脈法に相

当する文書が発見されており ，その研究も行

なわれている22) などの資料もあり ，傷寒論

.金匪要略の原典およびその変遷に関する考

証の余地は残されているものと考えられる.

11. 現行本傷寒論について

現行の傷寒論は宋板31C)によれば112の薬方

と72種の薬物から構成されており，約39，(削

字からなる小冊本である.この書は古くから

「其言精而奥其法筒而詳J24Ji文辞筒古奥雅J2S)

といわれるように，一見簡単でむだのない文

章で書かれているが簡略であるがために却っ

てその奥義が極め難く，研究者によってその

解釈を大いに異にするところの多い所以でも

ある.

現在最も一般的な宋板傷寒論23)と成本傷えに

論的とは共に22篇より成り，その内容と他の

異.本との関係は TABLEIIに示した.第一筋

より第四篇までは病理 ・診断のいわば総論と

もいうべき部分であ り，薬方は記されていな

い.静脈法 ・平脈法には文字通り脈法を中心

に診断法が記され，第五篇以下に出てくる用

語の定義，基本的理論などが述べられている.

一般には傷寒論中には五行説は混入していな

いといわれるが，平脈法には明らかにその記

載があり ，素問の記載にも相通ずる部分があ

る.傷寒例には季節と病気との関係や，傷寒

TABLE II 傷寒論の篇目とその内容

X 1 : IJ脈法に引ての総論

x ICX)IJ需品ーた病気に

宋板 ・成 本の筋目

排脈法第一

平脈法第二

傷寒例第三

現時主主湿喝病第四

耕太陽病脈証併治上第五

耕太陽病脈IDE併治中第六

耕太陽病脈証併治下第七

期陽明病J>>~証併治第八

緋少陽病脈証併治第九

耕太陰病脈証併治第十

員~少陰病脈証併治第十一

緋販陰病脈証併治第十二

排密乱病脈証併治第十三

排陰陽易差後労復病脈証併治第十四

勝不可発汗病脈証併治第十五

緋可発汗病脈証併治第十六

解発汗後病脈証併治第十七

緋不可吐病脈証併治第十八

排可吐病脈証併治第十九

緋不可下病脈証併治第二十

緋可下病脈罰E併治第二十一

解発汗吐下後病脈証併治第二十二

本 A:金庫玉函経にはない篇

B:康平本にはない篇を x印で示した.

日

太陽病から蕨陰病まで病態を六

経に分類し，その症状とそれに

対応する処方の解説

法治のそと病雑たし連関寒傷

x 

x 

× 

X 発汗 ・吐・下法の運用方法につ

いてx 

x 

× 

× 
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病の病理や診断法が記されている.産湿喝病

篇には傷寒病とまぎらわしい産病 ・湿病 ・喝

病の病状が弁別されている.第五篇から第十

二篇までは太陽 ・陽明 ・少陽 ・太陰 ・少陰 -

Jfi(陰の六経病における病態と治療法が，いわ

ゆる方証相対して記載されている.これらは

ウイルス ・細菌による急性病の経過を帰納し

て病態を分別したものであろう 2わが，それ以

外の病気にも応用できるものである.また医

者の誤治に対する診断 ・治法も多く記され，

当時の医療の一端をうかがうことができる.

第 |ー三篇には吐下の激しいコレラ様の病につ

いて，第十四篇には大病後に生ずる病につい

ての治法が記されている.第十五篇以下は発

汗 ・吐 ・下法の運用方法についてまとめられ

ている.

現在の傷寒論中には後人の蔵入や注文の混

入などがあるといわれ，古来よりその篇目 ・

条文に対する考証 ・論議が盛んになされてい

るが一定の見解が生ずるには至っていない.

一般に第四篇までと第十五篇以下は後人の付

加とする説が多く，ほとんどの解説書ではこ

れらを削除している 28) 傷寒例に関する限り

その疑いは濃厚であるが，とくに耕脈法 ・平

脈法には傷寒論を理解する上で有用な論説が

あるにもかかわらず難解なためか，このよう

に敬遠されがちである.ところが同じく王叔

和の撲になる脈経29)には張仲景論脈として平

脈法とほぼ同文が見られ， 三木の考証220)に

よっても張仲景脈書とも称すべき書が存在し

たことはほぼ疑いな<.王叔和自身の所作で

あるとは認め難い.とのほか王叔和あたりの

付加といわれるものが随所にあるが，たとえ

そうであるとしても傷寒論応用の上からも削

除するべきものではなく，森田30)や荒木9b)ら

の指摘する如<，傷寒論中のこれらの記載は

重要なものと考えられる.

傷寒論の底本には現在大きく分けると 5種

類の異本がある.各本によって条文や処方に

遭いがあるので，底本をいずれにとるかは重

大な意味を持つ.以下，それぞれについて略

記する.
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11. 1 宋板傷寒論

これは前述した北宋時の林億ら宋臣の校正

した勅版本にもとづくものである.この奮は

治平三年(1065年)に刊行され，元祐三年(1088

年)に小字本が出版されたことが巻頭に付記

されている.恐らく当時伝存する傷寒論を集

めて厳重な校勘が行なわれたと思われ，伝存

するテキストのうちでは最も信頼のおけるも

のであろう.この原刊本は現存しないが，明

の万暦年間 (1573~1620年)に組問美が翻刻し

たもの2めがあり，現在復刻されて入手は容易

である.また江戸時代に我国で・翻刻されたも

の3日もある.

11. 2 成本傷寒論

金の成無己が注解をほどこした「注解傷寒

論26)Jあるいはこれを底本にとったものを成

本と称し，最も広く 用いられた傷寒論であ

る.部分的な字句や方剤の配列などを除いて

構成は大略のところ宋板と閉じく， 10巻22篇

から成っている.注解傷寒論は傷寒論の注本

としては最も古く，素問 ・霊枢などの説を引

用して解釈を加えてある.江戸時代に香川修

庵が，これを底本として柱解と薬物の修治部

分を去り，条文の行を変更せずに小さくまと

めたいわゆる袖珍本間が我国では広く流布し，

これは香川本あるいは小刻本と呼ばれる.

11. 3 金置玉函経

金庫玉函経と名づけられるところから金/li

玉函要略方いわゆる金匪要略と混同されるこ

とがあるので注意を要するが，内容的には傷

寒論の異本である.これには宋板および成本

に見られる平脈法 ・傷寒例に相当する部分が

なく，証治総例という篇が付されており，処

方は方薬焔製として巻末に一括して掲載され

ている. この書も林億らによって治平三年

(1066年)に校正 ・謹上されたことが巻首に記

されている.清の康照五十六年(1717年)に金

直玉函経真本33)と称したものが刊行されてお

り，我国でも延享三年(1746年)に翻刻3射され

ている.一般には広く流布しなかったが，傷



寒論を研究する上では参伍せねばならない異

本である.

11. 4 康平傷寒論

康平傷寒論は我国で発見された傷寒論で，

康平三年(1060年)の丹波雅忠の奥書があるこ

とからこう名づけられる.平安時代に日本に

渡来し林億らによる宋改以前のものであると

いわれ35) 刻字脈法と平脈法の 2篇がない. 15 

字詰 ・14字詰 ・13字詰の文章に書き分けられ，

そのうち15字詰の部分が原傷寒論，14字詰の

部分がそれに準ずるもの， 13字詰で書かれた

部分が後人の追論であるとされている叩.こ

の書に関しては大塚36)の研究があり，石原37>

・渡辺知らもそれに賛同しているが， 富士

)1139)は偽書と断じ，宮下40)は幕末の国医学者

の担造にかかるものと推定している.

11. 5 康治本傷寒論

この書の由来は唐の貞元二十一年 (805年)

の写本を我国の比叡山の僧が持ち帰り，唐治

二年(1143年)に僧の了純が再写し，それが武

州の永源寺に伝わり ，更に奥州のある医者が

写し，更に河口春龍が写したもの41)といわれ，

戸上玄斐が安政五年 (1858年)に刊行Ub)して

いる.したがって林億らの宋改を経ることな

く，さらには王叔和の撰次さえも受けていな

い傷寒論の真本であると長沢42)はいい，荒

木山もこれは傷寒論の原始型を示していると

論じている. しかしながら竜野4聞は， これ

を江戸時代の古方家の手になる偽書であると

考証し，大塚44)もこれに賛同しており，一般

にはこれを偽書と見るむきが多いようであ

る.

傷寒論の研究は中国はもとより，我国でも

江戸時代に古方派と称する派が起ってからは

盛んに行なわれ，これほど研究された医学書

はない.それ以前に我国で広く行なわれた後

世派といわれる学派は李朱医学を中心に黄帝

内経の理論を根底としたものであ り， また古

方家に属するものの中には黄帝内経の説をと

って傷寒論 ・金匿要略を解明しようとしたも
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の45)もあったが，これはあくまで傍流に過ぎ

なかった.主流となった多くの古方家は黄帝

内経の理論，すなわち傷寒論中の陰陽五行説

・経絡理論を否定して削除し，吉益東洞に至

つては陰陽五行説はおろか太陽から蕨陰に至

る六経理論あるいは本草の説さえも排斥し，

薬徴的 ・類緊方47>・方極山を著わした.これ

は従来の中国依存の漢方より脱却し，日本独

自の漢方を作りあげたものとして評価される

べきであるが，これのみに頼っては東洋医学

の真価を知ることはできない. しかしながら

この東洞の業績は多紀一門をはじめとする考

証学派もしくは折衷派の活躍する原因のーっ

ともなった.この考証学派の遣業は傷寒論の

みならず我々が漢方文献を検索する上で貴重

な資料となっている.

このように傷寒論には多くの底本があり，

解説書も種々刊行されている.傷寒論の研究

に際しては適切な解説書を通読し，その後に

は必ず原文に取り組み，それを正しく理解す

ることが必要であろう.傷寒論の刊本とその

参考図書を TABLEIIIに示した.

TABLE III 傷寒論の刊本とその参考図書

a)原書

-“明刊影印傷寒論“'宋板，第2版，煉原，東京，

1973. 

-“宋板示旧傷寒論 ，f包野一雄編，漢方医学大系

刊行会，東京，1957. 

-“傷寒論ぺ成無己本， 台湾中華者局，台北，

1973. 

・“傷寒論ヘ成無巳本，台l併国風出版社，台北，

1974. 

・“註解傷寒論成責任己注，北京人民衛生出版担，

北京， 1956. 

・ “傷寒論成無巳本，医統正JD~全m， !5(i51l1l， 

~文豊出版公司，台北， 1975. 

傷寒雑病論金庫要略と合編，熊本大学薬学

部生薬学教室，熊本， 1971. 

・“訂字標註傷寒;命"，小原蘭峡編，方術信和会，

東京， 1976. 

・“金匿玉函経人民衛生出版社，北京， 1955. 

・“康平傷寒論ヘ大塚敬節箸臨床応用傷寒論解説

に付載，創元社，大阪， 1966. 

・“康治本傷寒論民族医学研究所，東京， 1965. 



b)中国における解説書

・成無巳，“註解傷寒論ぺ a)原書の項に既出.

-可動嘉言，“傷寒尚論策新文豊出版公司，台北，

1976. 

・呉謙ら，“訂正傷寒論註ヘ医宗金鑑，宏業替局，

台北，1973. pp.72~409 

-“傷寒論講義ヘ成都中医学院編， 医薬術生出版

社，香港，1970. 

-承淡安，“(tJj寒;命科学化新註旋風w版社，台

~t， 1971. 

・|後削官"“傷寒;jB今釈文光図書公司，台北，

1968. 

c) 口本江戸時代における解説書

・多紀元簡， lC f~寒論輯義 皇漢医学設省，第 6

1肝，大新書局，台北， 1975. 

-多紀元堅，“傷寒論述義ヘ 皇漢医学叢書，tn 6 

冊，大新書局，台北， 1975. 

・山田図南，“傷寒論集成 皇漢医学叢書，第6

冊，大新書局，台北，1975. 

・山田図南，“傷寒論集成ぺ出版科学総合研究所，

東京， 1976. 

d)現代日本における解説書 ・参考図書および文献

・大塚敬節，“臨床応用傷寒論解説創元社，大

阪， 1966. 

-竜野一雄，“和司|口語訳傷寒論ヘ漢方医学大系

刊行会，東京，1957. 

-丸山清康全訳傷寒論明徳出版社，東京，

1965. 

・森田幸門，“傷寒論入門ヘ第2版，森田波法治

療研究所，大阪， 1966. 

-奥田謙三，“傷寒論議義ヘ医道の日本社，東京，

1965. 

・剣持久，“傷寒論考述"，東明社，東京， 1968. 

. fお寒論に関する論文は相当数によるのでここで

は省略せざるを得ない.a)“漢方と漢薬ヘ 第28

巻，総索引， ，春陽堂書庖，東京， 1975.; b)漢

方の臨床，16(1・2)，3~128(1969); c)日本東

洋医学会誌，総目次索引集， (1969)などの索引

を利用 して検索せられたい.

111. 現行本金置要略について

現行の金匪要略は一般に傷寒雑病論の雑病

の部であると見倣され，王叔和の撰次，林億

らの宋改を経たものである.Fig.2に示す金

匪要略仰の林億らの序文では「翰林学士の王

沫が在職中，国家の図書の虫の喰った書簡中

( 63 ) 

から金匿玉函要略方三巻という書を発見し，

それには上巻に傷寒が，中巻に雑病が論じら

れ，下巻には処方と婦人療法が書かれてい

た，そこでこれを書写してその道の数人の学

者に伝え実際に試みて絶大なる効果があった

が不完全なものであった.……(中略)……よ

ってその書を集めて校正し，傷寒の部は節略

が多いので削除し，雑病以下飲食禁思に至る

25篇を整理して上中下3巻を勅成した.J と

記されている.したがって雑病の部でもかな

り節略されたものと考えられ，要略といわれ

る所以でもあろう.

金匿要略50)は 262の処方と 191種の薬物か

ら構成されており ，語数は傷寒論よりもさら

に少ない.林億らの序でも述べられているよ

うに上 ・中・下の 3巻25篇より様成されてい

る.第一篇は黄帝内経にも見える「上工治未

病J51lの語より始まり， 以下五行説や診断に

関する総論が記述されている.ここでの理論

は黄帝内経や難経の理論に極めて近い.また

内因 ・外国・不内外国による病因の分類法は，

のちに三因極ー病証方論mの著述されるもと

となった.第二篇以下は各論で，傷寒論が六

経の病期病態を中心に論述されているのに対

し，種々の雑病が病候別に分類され治方とと

もに記載されている. したがって閉じ方剤で

も傷寒論と金匪要略では応用範囲が異なるこ



とが多い.また病名治療という意味では金匪

要略の方が傷寒論より実際の臨床応用に便利

な面もある.第二十から二十二篇までは婦人

の諸病，第二 十三篇は救急、の際における治方

を中心として，また第二十四から二十五篇に

は飲食の禁忌とその中毒の治方と述べられて

いる.

次に伝本であるが，宋代や元代に刊行され

たものは現存しない53) 明代に刊行され現存

TABLE IV 金医要略の刊本とその参考図書

a)原書

-“明刊影印金座要略食橋本，文献 49).

・“金匪要略ぺ 竜野一雄編，漢方医学大系刊行会，

東京， 1958. 

・“金置要略方論越関美本，台l隣国風出版社，

台北， 1973. 

・“金匿要略ぺ四部備要本，台湾中華書局，台北，

1973. 

-“金置要略文献 55).

b)中国における解説書

-尤在淫，“金医要略心冊ぺ 上海人民衛生出版社，

上海， 1975. 

・尤在淫，“金軍要略心典ぺ旋風出版社，台北，

1974. 

・呉謙ら，“訂正金匪要略註"，医宗金鑑，宏業書

局，台北， 1973， pp. 409~629. 

・|増淵雷，“金匪要略今釈楽排出版公司，台北，

1976. 

・“金位要略講義湖北中医学院編，医薬衛生出

版社，香港， 1973. 

c) 日本江戸時代における解説書

・多紀元筒，“金医要略輯義皇漢医学鍛訟，第

7冊， 大新書局，台北， 1975. 

・多紀元堅，“金置要略述義 皇漢医学殺害，第

7冊，大新書局，台北， 1975. 

d)現代日本における解説書および文献

-森田幸門，“金匪要略入門ヘ森田漢方治療研究

所，大阪， 1974. 

-竜野一雄，“和郡|口語訳金医要略ぺ漢法医学体

系刊行会，東京， 1958. 

-丸山清康，“全訳金区要略"，明徳、出版社，東京，

1967. 

・論文に関しては TABLEIIIの め を参照され

たい.
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するものに食橋本山・ 趨開美本54).呉勉学

本町などがあり，各本によって異字が見られ

るものの基本的には大差ない.

金匿要略の研究は傷寒論と並び行なわれ，

その経緯は傷寒論の項で述べた通りである.

ややその研究は傷寒論に偏した傾向はあるが，

近畿大学東洋医学研究所診療部門で頻用され

る方剤のうち傷寒論・金匪要略の薬方が77%

を占め，また全頻用処方のう ち63%が金匝要

略に記載されている拘.金匪要略は傷寒論に

比較していわゆる慢性病について主に論じら

れている.このようなことから金匪要略の現

代病に対する応用価値はむしろ傷寒論を上回

るといえよう.金匝要略の刊本とその参考図

書を TABLEIVに示した.

以上，第 1報 ・第 2報において，漢代まで

に集成された漢方医学書について論じ紹介し

たが，中国の医学はこの時点で基本的にはほ

ぼ完全に体系づけられたといっても過言では

ない.したがってそれ以降の漢方医学書を検

索する上でも，これらの書をふまえた後でな

いとその流れや全体像を把握することはでき

ない.さらに後世それらは誤って伝えられて

いることも少なからずあるので，出来る限り

原典に遡って調査することが必要である.

また漢方の基礎研究や臨床医学上これらの

文献を引用するにあたって，単に書名のみを

記すだけでは不充分で，どの版に拠ったかを

明記しなければならない.その場合，信頼の

おけるものを底本にとるべきことは言うまで

もないが，各版本によって錯字 ・脱字などが

見られるので数種を校合して字句を撰択した

方が無難である.とくに傷寒論など，伝本の

違いによる数種の異本や文献mが存在すると

きには重要な事である.

Summary 

In Chinese traditional medicine， Shang 

Han Za Bing Lun (傷寒雑病論)is a famous 

formulary. It has been compiled in the 

beginning of the 3rd century and developed 

into Shang Han Lun (傷寒論)， formulary 

mainly for acute diseases， and Jin Gui Yao 



Lue(金匿要略)， formulary for chronic disea-

ses. In this paper， textbooks and references 

of Shang Han Za Bing Lun (傷寒雑病論)

are introduced. 

文献および脚注
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1973. p.5. 
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風!上i版社，台北， 1975， p.3 

3)太平御覧に引用されたもの.“太平御覧ヘ第

2 )坂，第 6冊， 台湾商務印書館，台北， 1974・

p.3329. 
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文志第1版，遠東図書公司，台北， 1956， 

p.101. 
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8)外台秘要に引用される傷寒論は十八巻で，第
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第6冊， 大新書局， 台北， 1975， 綜概， p. 

3. ; b)荒木正胤，漢方の臨床， 18(4・5)，32 
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17)岡西の推定による. 岡西為人， “中国医書本

草考"，南大阪印刷センター，大阪， 1974， 

p.196. 
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fTiと酷似した条文 ・治方が多出する.葛洪，
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41) a)竜野一雄，漢方の臨床， 13 (1)， 26 (1966) ; 

b)“康治本傷寒論"，民族医学研究所，東京，

1965，序，一丁.



42) a)長沢元夫，和漢薬. ~o.171. 1(1967); 

b)長沢元夫，漢方の臨床.13 (2). 3 (1966) ; 

c)長沢元夫，東洋医学，自然社.18.7 (1978). 

43)文献 42a)および 42c)から援引.

44)大塚敬節， 漢方の臨床.13(10). 57(1966). 

45)たとえば内藤希哲など. 内藤希哲， “医経解

惑論 出雲寺文治郎ら，京都. 1774.近畿

針灸漢方会復刻.

46)吉益東洞，“薬徴"， 京都書林，出雲寺文治郎

ら，京都.1785. 

47)吉益東洞，“類楽方平安審鋒，京都.1764. 
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49)“明刊影印金庫要略ぺ 第2版，僚原，東京，

1973. pp. 1~2. 

50) 文献 49) の pp.l~240.

51) i名医(上工)たるものは全身状態を把鐘し，

病状が発現しないうちに治療すべきである」

という意.東洋医学の本質を表現した諾とし

て有名である.~枢， 逆順if.iに 「故日上工治

( 66 ) 

未病」とある. したがって，当時現存した著

名な医書中の成諾であろう.

52)宋代(1174年)に陳無択の著した医書. 一般に

三因方と筒称される.

53)岡西為人，漢方.2 (10). 30 (1953). 

54)“金匠要略ヘ仲景全書，第五冊，寺町弥兵衛

ら. 1659. 

55)“金匿要略ヘ医統正脈全書， 第5冊，新文豊

出版公司，台北. 1975. 

56)近畿大学東洋医学研究所診療部門での頻用方

剤はすでにまとめたが，その詳細は第12回和

漢薬シンポジウム記録に収載する予定である.

久保道徳・総忠人 ・森山健三 ・有地滋・石田

定広・堀中克子，薬局. 29(5). 57(1978)の

第 l表より算出した.

57)異本とは宋板傷寒論に対する成本傷寒論や金

医玉函経のようなもの.文献とはそれらの発

刊以前に原本が引用されている外台秘要や千

金翼方などの書である.また素問霊枢に対し

ては太索や甲乙経などがこれにあたる.
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神農本草経の収載薬品の品別について

浜田普利*

On Assortment of the Drugs contained in“Shen-nong-ben-cao・jing"

神農本草経は，現在数種の刊本があり ，そ

れらの内容については，それぞれ異なるとこ

ろがある.そこで5種の刊本によって収載品

目の対校表U をつくってみたが，その内容，

特に薬品の上，中，下品の品別と配列につい

ての差異が大きいことがわかったので，今回

は品別について検討してみた.引用 した刊本

は次のとおりで，対校表のものと同じである.

A 1 清顧観光重輯神農本草経全 1冊

人民衛生出版社 1958年 5月第 1版第 5

次印刷

A 2 明銭塘不遠慮復手録和11民本経全 1

間 決華書林寛保3年(1743年)再版，

復刻本

B 1 貌呉普等述清孫星術等輯神農本草

経全1冊台湾中華書局民国59年

(1970年) 1月 12版

B 2 醜呉普等述清孫星術孫i馬翼騎神農

本草経全 1冊商務印書館 1955年 7

月重印

C 1 森立 之編神農本草経全3仰} 盛文

堂昭和46年(1971年) 復刻本

D 1 明李時珍著本草網目 校点本第 1，

2冊(3以下未刊) 人民衛生出版社第

*熊本大学薬学部生薬学教室

Toshiyuki HAMADA * 

1冊1975年12月第 1版第 1次印刷第2

冊1977年 3月第 1版第 1次印刷

D 2 明 李 時 珍 撰 本 草 網 目 全 6冊商務

印書館 1967年 3月 2版

ここでは，対校表の場合と同じく ，Aを底

本として考えることにする.従って各薬品に

付した番号は，Aの配列順の番号である.

1. 鉱物性薬品について

Aでは次のようになっている.

上品:1丹砂，2雲母，3玉泉， 4石鍾乳，

5磐石，6消石， 7朴消，8滑石， 9空青，

10曽青， 11同余糧， 12太一余糧，13白石

英，14紫石英， 15五色石脂

中品 :121雄黄， 122雌黄，123石硫黄，

124水銀， 125石膏，126磁石，127凝水石，

128陽起石， 129理石， 130長石， 131石胆，

132白青， 133属青，134膚青

下品:241孔公肇， 242般撃，243鉄精，

244鉄落，245鉄， 246鉛丹，247粉錫，

248錫鏡鼻，249代結石， 250戎塩，251大

塩， 252歯師， 253青浪干， 254長年石，255 

石灰， 256白雲， 257冬灰

これらの薬品を，名医別録ベ本草経集注ペ

Department of Pharmacognosy， Faculty of Pharrnaceutic;¥! Sciences， Kurnarnoto University. 
Location: Oehon-machi， Kumamoto city. 

1)浜田善利， 薬史学雑誌， 12(2)， 62-69(1977). 
2) J.腕奇，謝文全霊絹， “重樹名医別録中国医薬学院中国薬学研究所，民国66年(1977). 
3)斉陶弘景校注，小嶋尚真，森立之ら重勝，岡西為人訂補ならびに解題，“本草経集注ぺ南大阪印刷セン

ター，昭不官47年(1972).

( 67 ) 



孔公撃， 242股撃， 244鉄落の 8品目がAの

品別と異なっている.‘のこりの 243鉄精と

245鉄は， B，C ともに 244鉄落に併合され，

また，251大塩も同じく 250戎塩に併合され

ている.

Bでは，上品については，A中品より 131

石胆，132白青， 133膚青の 3品目 が上品に

入っている. この結果， A上品より 3品目鳩

加して計18品目である.

中品については，A下品より， 241孔公事，

242殿撃，243十244鉄精落の 3品目が入っ

ている. さらに 3品目が上品に移ったので，

新修本草わ，大観本草in 政和本草6) 本草網

目7)の各項に記載してある出典，本経の上，

中，下品の別とくらべてみると ，A，B，C と

ともに全く同じになっているものは除き，表

Iのよう に差がある.

表 Iにおいて，本草網目においてのみ差異

がみられるものの中，校点本(D1)他で修正

されて，品別が一応問題がないと思われる

13白石英，255石灰の 2品目， 及び， 本草

綱目に品別の記載のない 3玉泉， 134膚青の

2品目の計4品目を除 くと ，4石 鍾乳， 124 

水銀，131石胆， 132白脊， 133扇青，241 

鉱物性薬品の異同表 I

本草網目

9
1
v
a
-
q
o
 

唱
E
A

? 8) 

上

下回

政和本草

上

上

上

大観本草

上

上

上

新修本草

上

上

上

本草経集注

上

中

上

名医別録

上

lニド

上

C 

上

中

上

B 

上

上

上

A 

上

上

上

薬品名

玉泉

石鍾乳

白石英

中

上

上

上

中

上

上

上

中

中

上

上

上

中

中

上

上

上

中

上

上

上

上

中

上

上

上

上

中

上

上

上

上

中

中

上

上

上

中

Eド

中

中

中

中

銀

組

青

青

虫同

水

石

白

扇

膚

124 
131 
132 
133 
134 

'=1コ

中

中

中
下11>

中ω

中

中

中

中

中

下

下

中

中

中

中

中

下

下

中

中

中

中

中

下

下

中

中

中

中

中

下

下

中

中

中

中

中

下

下

中

中

中

中

中

中

下

下

下

下

下

下

下

孔 公掌

般 聖書

鉄精

鉄落

鉄

大塩

石灰

噌

A

の
4

ηo
a
u
τ
P
D
唱

A

R

U

M
A
M
M
M
M
路

加 下下

4)岡西為人，“重輯新修本草ぺ学術図書刊行会，昭和53年(1978).
5)宋唐慎徴撰，交歳校定，木村康一，吉崎正雄編集，“経史誼類大観本草広川蓄広，昭和45年(1970). 
6)宋唐慎徴原著，金張存恵重刊，那埼解題並序，貌籍、文索引刊行，“重修政和経史鐙類備用本草“，南天書

局，民国65年(1976).
7) Dlの校点本は， 第3冊以下が未刊であるから，ここでは D2を用いて，

本により訂正した.

8)本草綱目で、は，巻 8.金石部，石之2.玉類14種中の，玉の項目中に記載されているので，品別は不明

である.

9)校点本(01)その他では上品となっているので，これは D2の誤植であろう.

10)本草綱目で:'11.巻 9.金石部，石之4.石類下40種中の白青の付録に緑膚青がある.この条に別録日と

して味辛平以下14字がある. 校点本 (D1)では，緑の字は，大観本草，政和本事及び千金翼方に膚青と

あって，緑の字はないと註記し，さらに味辛平以下の14字についても，大観本草，政和本草などで白字

としているから，本経の文であると註記している.なお，重輯名医別録でも.I膏青は朱書されている.

11) D2では下品であるが，校点本 (D1)て、は，政和本草と千金翼方により，中品に改めている.

12)本草網目で、は，巻11.金石部，石之 5.歯石類初種中の，食塩の項目中に記載されているので，品別は

不明である.

13) D2では中品であるが，校点本 (D1)では大観本草，政和本草及び千金翼方により下品に改めている.

( 68 ) 

本草綱目第21巻までを校点



品数はA中品と同じ14品目である.

下品については， A下品に新たに追加され

たものはなく， A下品で 243鉄精， 244鉄落，

245鉄の 3品目が鉄精落 1品目 となり， 248 

錫鏡鼻が 247粉錫に併合され，251大塩，

252歯輔が 250戎塩に併合されて，数の上で

計5品目が減少している.さらに 3品目が中

品に移ったので，A下品より 8品目減少して

計7品目である.

Cでは，上品については， A中品より 124

水銀， 131石胞， 132白青，133扇青の 4品

目が入札 A上品の4石鍾乳が中品に移って

いる.その結果， A上品より 3品目増加して

計18品目である.

中品については， A上品より 4石鍾乳， A

下品より 241孔公華， 242殿華， 244鉄落の

計4品目が入っている.さらにA中品の 4品

目が上品に移ったので，結局A中品と同じ14

品目である.

下品については， A下品より中品へ3品目

移り ，さらにBの場合と同様に併合によって

5品目減少している.放にA下品より 8品目

減少して計9品目である.

これらの移動を，名医別録から本草網目ま

での品別によって整理すると，次のようにな

る.

1 名医別録，本草経集注，新修本草，大観

本草，政和本草及び本草綱目のすべてが同

ーの品別である.この場合，その品別はA

とは異なり ，B，C と同じである.

1-1 Aは中品， B，Cはともに上品

131石胆， 132白青， 133扇青の 3品

目

1-2 Aは下品， B，Cはともに中品

241孔公華， 242股華， 244鉄落の 3

品目

2 名医別録と本草経集注が同一，新修本草，

大観本草，政和本草及び本草綱目が同一で，

この両者が異なる品別である.この場合，

Bは新修本草，大観本草，政和本草，本草

網目と同じであり， Cは名医別録，本草経

集注と同じである.

2-1 Aは上品， Bは上品，Cは中品

(69 ) 

4石鍾乳の 1品目

2-2 Aは中品，Bは中品， Cは上品

124水銀の 1品目

2. 植物性薬品について

植物性薬品は， A ~，こ 252 品目， Bに249品

目，Cに252品目がある.これらの薬品を，

名医別録，本草経集注，新修本草，大観本草，

政和本草及び本草綱目の各項目に記載しであ

る出典，本経の上，中，下品の別とくらべて

みると A，B，C とともに全く同じになって

いるものは除き，表Eのように差がある.

表Eにおいて，本草綱目においてのみ差異

がみられるものの中，校点本(D1)で修正さ

れて，品別及び出典について一応問題がない

と思われる，36龍胆， 81王不留行，104胡

麻， 167 11車蘇，212君主実， 312萄似， 313阜

爽の 7品目，及び本草網目に品別の記載のな

い 329薬実根の 1品目，計8品目を除いて

検討する.

Bでは，上品については，A中品より 140

柴胡， 141;lさ窮，160菌根， 168白兎蕃，169 

営実，171誠衡，190葉木，203木蘭，204 

五加皮の 9品目，及びA下品より289姑活，

290別蒋，310屈草， 329准木，332瓜帯の

5品目が入って い る. またAでは 104胡麻

の条にある青裂が独立して 1品目となり ，さ

らに升麻が入って，計16品目が増加している.

一方Aの46赤芝-51紫芝が赤黒青白黄紫芝と

して l品目となり，数の上では 5品目減少し

ている.その結果，A上品より 11品目増加し

て計 105品目である.

中品については， A下品より， 325松縫，

330大豆策巻の 2品目が入り，新たに粟米，

黍米の 2品目が加わって，計4品目が増加し

ている.一方A中品より上品へ9品目，下品

へ4品目移り，さらに 212葱実と 213薙が

合併して葱実薙となり 1品目減，故に計14品

目の減少である.その結果， A中品より 10品

目減少して計72品目である.

下品については， A中品より， 207彼子，

209桃核仁， 210杏核仁， 216水芹が入って

4品目増加している.一方A下品より上品へ



植物性薬品の異同表E

本草網目

中14)

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上
別録15)上

別録16)上

政和本草

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

大観本草

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

新修本草

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

本草経集注

上

下

中

中

中

中

中

中

中

下

中

中

中

上

上

名医別録

上

下

中

上

中

中

中

中

中

下

中

中

中

上

上

C 

上

下

中

中

中

中

中

中

中

下

中

中

中

上

上

B 

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

A 

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

薬品名

龍腿

巴戟天

厳蕪

糞連

糞誉

防風

統断

決明子

丹参

飛廉

五味子

杜若

沙参

玉不留行

胡麻

氏
υ

凸

Y
A
-
-
F
U
R
U
A
U
9
d
G
U

ヴ

6
0
0
Q
J
a
u
n
d
t
A

刈
az

q
υ
Q
U
F
O
F
U
F
b
ι
u

民
u
a
u

氏
U

白
u

氏
u
n
d

ワ
a
a
u
n
v

唱よ

河

白

上

上

中

中

上

中

山

部

上

上

上

?

中

中

中

中

中

中

中

中

上

上

口
hM

上

上

中

中

上

中

中

上

上

上

?

中

中

中

中

中

中

上

中

上

上

上

上

中

中

上

中

中

上

上

上

?

中

中

中

中

中

中

上

中

上

上

上

上

中

中

上

中

中

上

上

上

?

中

中

中

中

中

中

上

中

上

上

上

中

下

上

上

下

中

上

上

中

下

下

下

下

下

下

下

中

上

上

下

上

中

下

上

上

下

中

上

上

中

中

下

下

下

下

下

下

中

上

上

下

上

中

下

上

上

下

中

上

上

中

下

下

下

下

下

下

下

中

上

上

下

上

上

中

中

上

中

中

上

上

上

中

中

中

中

中

中

中

上

中

上

上

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

胡

欝

蓄

丙

根

参

解

蓄

実

衡

捜

検

蘭

己

丹

花

苑

木

根

蘭

皮

羊

龍

兎

冬

加

柴

考

淫

石

茜

紫

革

白

蛍

被

勉

地

沢

防

牡

欽

女

柴

泰

木

五

140 

141 

154 

156 

160 

164 

167 

168 

169 

171 

172 

175 

177 

178 

179 
180 

184 

190 

198 

203 

204 

14) D2では中品であるが，校点本 (D1)では大鋭本草，政平日本草及び千金翼方により上品に改めている.

15) D2では別録となっているが，校点本(Dl)では大観本草と政和本草及び本草綱目巻2の本経目録中に

王不留行があることから，本経と改めている.

16) D2では別録となっているが，国訳本草網目 17)の底本では本経となっている.校点本 (D1)は未刊であ

るが，本経とされるであろう .

17)“新註校定国訳本草綱目ヘ第一1-12!1ij， 春陽堂，昭和48-52年(1973-1977). 

18) D2では別録となっているが，校点本(Dl)では大観本草と政和本草及び本草綱白巻2の本経目録で中

品であることから，本経と改められている.

19) D2では中品であるが， 国訳本草綱目の底本では上品となっている.校点本(Dl)は未刊であるが，上

品と されるであろう.

( 70 ) 



本草網目

下

下

~Jj録初中

別録山中
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上
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上

中

上
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下

下
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下

下

下

下

下

下

下
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下

桔梗

姑活

別報

石下長卿

屈草

萄淑

阜爽

松薙

薬実根

准木

大亘賞巻

瓜帯

20)名医別録巻3虫獣巣菜米部有名無用 364種中の虫獣部下品にある.

21)本草経集注巻6虫獣にある.

22)新修本草虫魚部巻第16にある.

23)大観本草巻30有名未用中の今新退 1種にあり，品別は不明である.

24)政和本草巻30有名米用中の今新退 l種にあり，品別は不明である.

25)本草綱目巻31果部の権実とする.放に神長本草経としての品別は不明である.

26)本草経集注では墨書してある.

27) D2では別録となっており，国訳本草網目の底本も別録となっていて，考定者は何も註記していない.

しかし重縁名医別録には葱突のみがあって朱書されている.また本草綱目の本文中で，それぞれ葱突，

葱茎自の主治の最初の文は本経に由来する校点本(D1)は未刊であるが，本経とされるであろう.

28) D2では別録となっており，国訳本草綱目の底本も別録となっていて，考定者は何も註記していない.

しかし重輯名医別録には廷は朱書されている.また本草綱目の本文中で，薙白の主治の文は本経に由来

する.校点本(D1)は未刊であるが，本経とされるであろう.

29)名医別録から政和本草までは本経収載品とされるが，D2では巻21，11-之11，有名未用中にあって別録

収載品となっている. しかし校点本 (D1)では姑活味甘温一…ー名冬葵子まで，無毒の 2字を除いて27

字が大観本草と政和本草で白字となっているから，本経の文であると註記されている.

30)石下長卿は D2では本草綱目，巻13，草之2， 山草類下40種中にある徐長卿に併合されているので，

品別は不明である.李時珍は呉氏本草により徐長卿に編入している. しかし校点本 (D1)では徐長卿の

釈名にある李時珍の解説中の「名医別録干有名未用」の9字は，大観本草と政和本草では石下長g(ipの条

が白字であり，また本草網目巻2の本経目録下品中に石下長卿があることにより r本経」の 2字に改

められている.

31) D2では中品であるが，国訳本草網目では，考定者により，金陵本，江西本及び議類本草に本経下品に

作ると註記されている.校点本 (D1)は未明jであるが，下品とされるであろう.

32) D2では本経中品であるが， 国訳本草綱目では，新註の考定者により，讃類本草では木部下品とすると

註記されている.この木部は本経の誤と忠われる.校点本 (D1)は未刊であるが，本経下品と されるで

あろう.

33) D2では下品であるが，国;jR本草綱目の底本では中品となっている.校点本 (D1)は未刊であるが， ιl'
品とされるであろう.

34)本草網目では，巻18，草之7，蔓草類73種中の解毒子の付録に記載されて，品別は下明である.
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5品目，中品へ2品目移り，さらに 3∞石下

長卿がなくて計8品目が滅少している.故に

A下品より 4品目減少して計72品目である.

Cでは， 上品については A中品より 140

柴胡，156石龍丙，160茜根，168白兎董，

169営実， 197秦淑，203木蘭の 7品目が入

り，A下品より ，332瓜帯の l品目が入って

いる. また Aでは 104胡麻の条にある青蓑

が独立して 1品目となり ，さらに升麻が入っ

て，計10品目が増加している.一方，中品へ

10品目，下品へ2品目移って計12品目が減少

している.故にA上品より 2品目減少して計

92品目 である.

中品については， A上品より 54擁熊， 55 

黄連， 58賞脊，60防風， 63続断， 66決別，

67丹参， 69五味，76杜若， 77沙参の10品

目が入り ，A下品より， 266桔梗， 325松雄，

330大豆賞巻の 3品目が入って，計13品目が

増加している. 一方A中品より ，上品へ7品

目，下品へ 14品目移り ，さらに 212葱実と

213廷が合併して葱実薙となって 1品目減少，

計22品目減少している.その結果， A中品よ

り9品目減少して計73品目である.

下品については， A上品より， 39巴戟天，

68飛廉の 2品目，A中品より ，154淫羊華，

164紫参， 172麹根，175地検， 177沢蘭，

178防己， 179牡丹， 180欽冬，184女苑，

204五加， 207彼子， 209桃核， 210杏核，

216水芹の14品目が入って，計16品目が増加

している.一方， A下品より上品へ 1品目，

中品へ3品目移り， さらに 324鼠李が 252

郁核に併合されて 1品目減少して，計5品目

が減少している.故にA下品より 11品目が増

加し，計89品目である.

これらの移動を，名医別録から本草綱目ま

での品別によって整理すると，次のよう にな

る.

1 名医別録，本草経集注，新修本草，大観

本草，政和本草及び本草綱目のすべてが同

ーの品別である.この場合，その品JJIjはA

とは異なり， B，C と同じである.

1-1 Aは中品， B，Cはともに上品

140柴胡，160酋線，168白兎奮，
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169営実，203木蘭の 5品目

1-2 Aは中品， B，Cはともに下品

207彼子，209桃核仁， 210杏核仁，

216水芹の 4品目

1-3 Aは下品，B，Cはともに上品

332瓜帯の 1品目

2 名医別録と本草経集注が同一，新修本草，

大観本草，政和本草及び本草綱目が同一で，

この両者が異なる品別である.この場合，

Bは新修本草，大観本草，政和本草，本草

綱目と同じであり ，Cは名医別録，本草経

集注と同じである.

2-1 Aは上品， Bは上品，Cは中品

54麗蕪，58賞者，60防風， 63続断，

66決明子， 67丹参，69五味子 76

社若， 77沙参の 9品目

2-2 Aは上品， Bは上品， Cは下品

39巴戟天， 68飛廉の 2品目

2-3 A自は中品， Bは上品，Cは中品

141考窮，171微衡，190葉木の 3品

目

2-4 Aは中品，Bは上品， Cは下品

204五加皮の 1品目

2-5 Aは中品，Bは中品，Cは上品

156石龍丙， 197秦淑の 2品目

2-6 Aは中品，Bは中品，Cは下品

154淫羊著，164紫参，175地検，

177沢蘭，178防己， 179牡丹，

181欽冬花の 7品目

2-7 Aは下品， Bは下品， Cは中品

266桔梗の 1品目

3 本草経集注だけが違って，他はすべA，

Bと同じ品別である.この場合，本草経集

注はCと同じである.

3-1 A，Bはと もに上品， Cは中品

55黄連の l品目

3-2 A，Bはともに中品， Cは下品

184女苑の 1品目

4 新修本草，大観本草，政和本草及び本草

綱目で，品別が不明のものがある.

4-1 Aは中品，"Bは中品， Cは下品

172遡根の 1品目

4-2 Aは下品， Bは上品，Cは下品



289姑活， 290別蒋， 310屈草，

329准木35>の4品目

4-3 Aは下品，Bは欠， Cは下品

300石下長卿の 1品目

3. 動物性薬品について

Aでは次のようになっている.

上品:110龍骨， 111腐香， 112熊胆， 113 

白謬， 114阿腰，115石蜜， 116蜂子， 117 

蜜煉， 118牡嘱， 119亀甲，120桑蝶蛸

中品:217髪蟹， 218白馬茎， 219鹿茸，

220牛角館， 221殻羊角， 222牡狗陰茎，

223玲羊角， 224犀角， 225牛寅， 226豚卵，

227庚脂， 228丹雄鶏， 229雁肪， 230舵甲，

231舵魚甲， 232君臨魚， 233鯉魚胆， 234烏

賊魚骨，235海蛤， 236文蛤， 237石龍子，

238露蜂房， 239昨蝉， 240自彊蚕

下品:334六畜毛蹄甲， 335燕尿， 336天

鼠尿， 337縄鼠， 338伏翼， 339蝦基， 340 

馬万， 341蟹，342蛇娩， 343鯛皮， 344蛾

燭， 345鋭雌， 346括曲者， 347白頭駅矧，

348嫡婚， 349石蚕， 350雀薮， 351樗鶏，

352斑猫，353嬢姑， 354娯松， 355馬陸，

356地胆， 357壁火， 358衣魚， 359鼠婦，

360 7)(蛭，361木虻， 362悲虻， 363悲瞭，

364塵虫，365貝子

これらの薬品を，名医別録，本草経集注，

新修本草，大観本草，政和本草及び本草網目

の各項目に記載してある出典，本経の上，中，

下品の別とくらべてみると A，B，C ととも

に全く同じになっているものは除き，表Eの

ように差がある.

表Eにおいて各薬品の移動を検討すると，

次のようになる.

Bでは，上品については， A中品より 217

髪震， 225牛黄， 228丹雄鶏， 229雁肪，

232重量魚，233鯉魚胆， 235海蛤，236文蛤

の8品目が入り，その結果， A上品 より 8品

目増加して計19品目である.

中品については， A下品より， 335燕尿，

336天鼠尿， 338伏翼， 341蟹，343摺皮，

35)本草網目では下品である.
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346括俄， 348情婚， 351樗鶏， 361木虻，

362蜜虻， 363蜜蝶， 364塵虫の12品目が入

っている.またA中品より 8品目が上品へ，

2品目が下品に移って計10品目が減少してい

る.故にA中品より 2品目増加して計26品目

である.

下品については，A中品 より ，226 )隊卵，

227威脂の 2品目が入って附加し，また12品

目が中品に移って減少している.放にA下品

より 10品目減少して計22品目である.

Cでは，上品については， A中品より 217

髪震， 225牛黄， 228丹雄鶏， 229 }ff/{肪，

232議魚， 233鯉魚胆の 6品目が入って増加

し，119亀甲， 120桑蝶蛸の 2品目が中品に

移って減少している.故にA上品より 4品目

増加して計15品目 である.

中品については， A上品より， 119 U島甲，

120桑蝶蛸の 2品目，下品より， 338伏翼，

341蟹， 343鯛皮， 346晒蛤， 348麟樽，

351樗鶏， 360水蛭， 361木虻， 362悲虻，

363蜜腕，364慶虫の11品目が入って，計13

品目が増加している.また，上品へ6品目，

下品へ2品目移り，さらに 220牛角鯨が 225

牛黄に，236文蛤が 235海蛤に併合されて 2

品目減少，計10品目が減少している.故にA

中品より 3品目増加して計27品目 である.

下品については， A中品より， 226豚卵，

227康脂の 2品目が入っている.また中品へ

11品目移り，さらに 337樋鼠が 330六畜毛

蹄甲に併合されて，計12品目が減少している.

故にA下品より 10品目減少して計22品目であ

る.

これらの移動を，名医別録から本草綱目ま

での品別によって整理すると，次のようにな

る.

1 名医別録，本草経集注，新修本草，大観

本草，政和本草及び本草綱目のすべてが同

ーの品別である.この場合，その品別はA

とは異なり， B，C と同じである.

1-1 Aは中品， B，Cはともに上品

225牛寅， 228丹雄鶏， 229雁肪，



動物性薬品の異同表E
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下
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尿

同

席

翼
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捻

贈

鶏

姪

虻

虻

鯵

虫

鼠

蟹

燕

天

伏

蛸

括

麟

得

水

木

悲

悲

盛

335 

336 

338 

341 

343 

346 

348 

351 

360 

361 

362 

363 

364 

2 名医別録と本草経集注が同一，新修本草，

大観本草，政和本草及び本草綱目が同一で，

この両者が異なる品別である.この場合，

Bは新修本草，大観本草，政和本草，本草

綱目と同じであり， Cは名医別録，本草経

集注と同じである.

2-1 Aは上品， Bは上品，Cは中品

119重量甲， 120桑蝶蛸の 2品目

Aは中品， Bは上品，Cは中品

235海蛤の 1品目

なお 236文蛤もここに入るがCfよ欠

232強魚，233鯉魚JI旦の 5品目

なお， 217髪髭はここに相当するが，

大観本草，政和本草，本草綱自におけ

る品別は不明で、ある.

Aは中品，B，Cはともに下品

226豚卵，227康脂の 2品目

Aは下品， B，Cはともに中品

338伏翼，341盟，343蛸皮，346附

1¥¥<<， 348蛸糟，351防鶏，361木虻，

362悲虻， 363斐跡， 364庫虫の10品

1-2 

1-3 

2-2 

目

36) D2では別録であるが，国訳本草網目では考定者ににより，員!日尿の主治の条に本経の 2字を入れるよう
註記されている 校点本 (D1)は未刊であるが，本経とされるであろう.

37) D2では本経中品であるが，国訳本草網目では考定者により，本経に下に作り，大観本草で中に作ると
註記されている.校点本(D1)は未刊であるが，本経中品とされるのではなし、かと思われる.

38) D2では別録であるが，国記本草網目の底本では本経となっている.校点本(D1)は未刊であるが，本
経とされるであろう.
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2-3 Aは下品， Bは中品， Cは下品

335燕尿， 336天鼠尿の 2品目

2-4 Aは下品， B39
)は下品， Cは中品

360 水蛭の 1品目

4. 彼子について

2ぴ7彼子は，名医別録と本草緩集注では虫

獣部，新修本草では虫魚部とされるが，本草

綱目では巻31果部で権実 (5.M録下品) の項に

記載されている.これは李時珍が蘇恭の説に

よって権実に併合したと註記しているもので

ある.名医別録では巻 3虫獣部下品42種の中

で，雀喜怒と鼠婦の間にある.本草経集注では

巻6虫獣部の雀議と鼠婦の間にあ り， r不知

其形何類也」とある.新修本草では巻16虫魚

部で，雀童話と鼠婦の間にあり r謹按此彼字

当木傍作皮械の音彼木実也誤入虫部(中略)

此条宜在果部中也」と付記している.大観本

草では巻30有名未用の末で今新退 1種として

収載し， r陶隠居不識唐本注以為権実今拠木

部下品自有権実一条而彼子又在虫魚部中難問

出永邑而主療梢別古今来弁両注不明今移入於

此巻末以倹識者」と付記されている.

本草綱目で李時珍は「権実被子治療相同当

為一物無疑但本経椴子有毒似有不同亦因其能

殺虫岳爾注穎以粗権為椴子終是一類不甚相違

也」 と説明している.これより考えると，彼

子は動物性薬品より植物性薬品の方に移した

方が適当であろう.

5. 升麻，粟米，黍米について

升麻はBとCにおいて，と もに上品に収載

されている.名医別録及び本草経集注におい

ては，草木部上品にあり ，新修本草，大観本

草，政和本草においては草部上品にある.そ

してこれらはすべて墨字で書カ通れてお り，朱

字または白ぬき字ではない.つまり本経にあ

るという指示はない.D2においては本経上

品とあるが，校点本(D1)で，大観本草，政

39)新修本草て、は中品である.

和本草で升麻は黒字であり，別録の文となっ

ていること，及び，本草綱目巻2所載の本経

目録中にないことから，升麻は別録の上品で

あると修正されている.故に名医別録より本

草網目までの文献には本経の記載はないが，

森鹿三40)及び岡西為人4¥)はともに，太平御覧

に基づいて BとCにとり入れられたと考証

している.そして久保道徳ら山は，チ|月末は名

医別録以前の文献に収載されたものであると

結論している.

粟米はBにおいてのみ上品に収載されてい

る.名医別録より本草綱目に至るまで，米部

あるいは米穀部の中品であり，これらには升

麻と同様に本経の指示はない.

黍米も Bにおいてのみ上品に収載されてい

る.黍米は名医別録，本草経集注及び新修本

草においては米部の下品とされ， 大観本草，

政和本草及び本草綱目では米穀部の中品とさ

れる.黍米もまた，前二者と同様に，本経の

指示はない.

粟米と黍米はともに，森鹿三及び岡西為人

により，太平御覧にひく呉氏本草により， B 

にとり入れられたと考証している.

6. 考察

森鹿三及び岡西為人の考証によれば，Aは

甚だ粗としてしりぞけられている.それはひ

とつには，李時珍の本草綱目が，それまでの

本草書の形式を改め，全くの独自の構成によ

ったために，歴代の本草書を嬰損していると

の説に基づく.その結果として，本草綱目に

収載された本経目録はとるにたらぬとする.

それは実際に検討してみると，李時珍の本経

目録に準拠したとみられるAにおいては，こ

こにみたように，名医別録より本草綱目まで

一貫して同じ品別であるのに対して，それと

異なるように品別されている ものがある.そ

れは，鉱物においては 171石胆以下 6品目，

植物においては 140柴胡以下 10品目，動物

40)森鹿三，京都大学人文科学研究所創立25周年記念論文集， 658-673(1944). 
41)岡西為人，漢方の臨林，6(9)， 495-506， 6(10)， 568-576(1959). 
42)久保道徳，木村善行，難波恒雄，薬史学雑誌， 10(1，2)， 34(1975). 
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においては 225牛糞以下 17品目もあること

も軽視される理由のひとつとされよう .し

かしまた， BまたはCを主にしようとすれば，

各品の品数が序例にある数と合致しない矛盾

がある.このような品別の適不適については，

各薬品の内容に関する詳細な検討が必要であ

ろう .

李時珍は，彼子を果部に移 したように，何

か根拠があっての上で， 巻 1に神農本草経名

例を入れたと思われる.現在中国で刊行中の

技点本(D1)では，この本草経名例も資料と

して引用 している.このような事情を考える

と，今Aを一挙に否定する根拠もなさそうで

ある.

Summary 

There are some differences among the 

contents of the books “Shen-nong-ben-<:ao・

jing"神農本草経 publisheddifferently in 

China and Japan. Acording to the preveous 

report， a ∞mparative list of these drugs， 

the djfferences on assortment and on arrang-

ment can be easily seen. 

Generally in “Shen-nong-ben-cao・jing"神

( 76 ) 

農本草経 thedrugs are assorted in three 

classes， ie. upper class上品， middle class 

中品 andlow class下品 Thereare 120 

drugs each in upper and middle classes， 

and 125 in low class respectively. That 

makes 365 drugs in all. But two kinds of 

the books cited as B (reconstructed by Sun-

xingうranet al孫星術等)and C (by Tatsu-

yuki Mori森立之)do not have such amount 

of the drugs. 1 consulted on “Ming-yi-bie-lu" 

名医別録，“Ben-cao・jing-ji-zhu"本草経集注，

“Xin長 iu-ben-cao"新修本草，“Da-guan-ben-

回 0" 大観本草，“Zheng-he-ben-cao"政和本

草 and“Ben-cao-gang-mu"本草網目， and 

showed here in Table 1， II and III how 

di任erentthe drugs in these books. 

In addition to the contents of the books 

citedぉ A (r伐 onstructedby Gu-guan-gung 

顧観光 orby Lu-fu虚復)， Sheng-ma升麻

is included in B and C， and Su-mi粟米

and Shu・mi黍米 inB. However all histo-

ricalliteratures named above described them 

not to be in “Shen-nong-ben-cao-jing"神農

本草経.



前号の訂正

第 13巻 1号の 「近世日本薬園史の展望J(そのII)に下記の印刷上の誤りがありました.著者
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滋養強壮生薬製剤

滋努宅滋淡滋適応症談議採滋話題

次の場合の滋養強壮:

肉体疲労・血色不良

冷え症・胃腸虚弱

食欲不振・病中病後

虚弱体質

~工又工又製薬株式会祉
東京都中央区日本橋浜町2-12-4 




